


1

プログラム

13:00

13:30

14:45

17:15

17:30

開　会
・開会のあいさつ       　国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
　　　　　　　       　 イノベーション推進部　部長　久木田 正次
・NEDO-TCPについて　国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
　　　　　　　　　　　イノベーション推進部　主任　伊吹 信一郎
・審査員の紹介と発表ルールの説明

ファイナリストによるプレゼンテーション①
・株式会社 Eyes, JAPAN
・APSAM (Automated Pathological Service by Applied Mathematics)
・A Protein Synthesis System 3.0 (PSST)
・Kanda Robotics
・コグニティ株式会社
・サイマックス株式会社
・サスメド合同会社

休　憩

ファイナリストによるプレゼンテーション②
・ChiCaRo
・Hero Egg
・Brand Pit
・Venom Technologies
・メロディ・インターナショナル株式会社
・LacteoLABO
・合同会社WiFiシェア

休　憩

書類審査通過者によるショートピッチ
・株式会社飛鳥電機製作所
・株式会社アドアテック
・株式会社ｅＮＦＣ
・イーセップ株式会社
・株式会社エコス
・チームRetissa
・Network Intelligence
・バブレーション（Bubble＋Ablation）
・微小めっき研究所
・株式会社Pyrenee (ピレネー)
・minimal
・WondeLab

休　憩

講演①
・京都が取り組むイノベーションの推進について　京都高度技術研究所　所長　西本 清一 氏

講演②
・三井住友銀行の成長企業支援への取組　株式会社三井住友銀行　法人戦略部　成長事業担当部長　池口 亮二 氏

講演③
・今注目のハイテク都市、オースティンへ！ ～世界からスタートアップの殿堂、SXSWへ集合～

Sandeep Kumar　Tech Ranch Austin, Partner/株式会社SARR TECH RANCH　取締役

審査結果発表 表彰式

閉　会 18時～20時　ポスターセッション・デモ　兼　懇親会（アトリウムにて）

16:30

16:40

17:05

15:50

16:00

14:35

16:55
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技術シーズの事業化やそのプロセスに関心を有する国内の大学・研究機関等に在籍する研究員、大学院生、学部生で
あって、将来起業することを視野に入れている方を対象に、ビジネスプラン作成のための研修と、ビジネスプラン発
表の機会を提供します。

対象者 大学等の技術シーズを用いて起業を目指す研究者等（企業・大学等の個人）

応募資格

○技術シーズの事業化に関心を有する国内の大学･研究機関に在籍する研究員､大学院生､学部生であって､将来
起業することを視野に入れている方

○企業における研究や新規事業のスピンアウトを考えている方､既にスピンアウトした方･企業
○スタートアップ段階にある技術系ベンチャー企業

募集内容
環境･エネルギー､電子･情報通信､バイオ･ヘルスケア､機械システム､ロボット､材料･ナノテクノロジー等の

「技術」を活用したビジネスプラン

支援内容
国内外の専門家による助言および研修、海外でのモノづくり支援

活動費の直接的な支援はなし（旅費等の支援はあり）

賞
最終選考のファイナリストから、最優秀賞（1件）、優秀賞（1～2件）を表彰

ファイナリストの上位者を対象にSXSW(South by Southwest)でのピッチ機会を提供。

事業期間 プログラムスケジュールに基づいて実施

対象技術分野 経済産業省所管の鉱工業技術（但し、原子力技術に係るものは除く）

平成26年度 応募69件＞研修実施後選抜39チーム＞最終審査会ファイナリスト10チーム
最優秀賞 Photocathode ElectronSoul ／高性能電子ビーム生成装置と素子の販売事業
優秀賞 Chemical Pincer ／抗体模倣化学分子を用いたバイオ医薬精製プロセスの革新と創薬への展開

スリープウェル株式会社／医療機器小型脳波計を用いた睡眠評価、および精神疾患診断システム
株式会社PROVIGATE／非浸襲涙糖値測定器の製造および販売事業

詳細は専用サイト http://noip.jp/index.html でご案内しています。

NEDO 起業家支援 / 研究開発型ベンチャー支援事業のご紹介 NEDO Technology Commercialization Program

① Technology 
Commercialization 
Program（TCP）

② 起業家候補
（SUI:スタートアップイ
ノベーター）支援

③ シード期の
研究開発型ベンチャー
（STS）への事業化支援

ステージ/時間

事
業
規
模

民間資金活用

大学・研究機関等の起業家候補に対するビジネスプラン作成支援研修
① Technology Commercialization Program（TCP）

通過
33件

応募
55件

一
次
審
査
（
書
面
審
査
）

二
次
審
査
（
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
）

メ
ン
タ
リ
ン
グ

海
外
機
関
研
修
コ
ー
ス
※

メ
イ
カ
ー
ズ
コ
ー
ス
※

全
体
研
修
／
メ
ン
タ
リ
ン
グ

メ
ン
タ
リ
ン
グ

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
研
修

海
外
モ
ノ
づ
く
り
派
遣

上
位
選
抜
者
を
Ｓ
Ｘ
Ｓ
Ｗ
・
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
派
遣

SRI International

海外ものづくり拠点
海外市場

国内/海外メンター

*途中選抜あり

起業家候補

国内研修

海外派遣

TCPの流れ（平成27年度）

TCP参加者 ビジネスプラン
作成支援専門家

8/28締切 9/12･13 10/20･22

12/9 3/11～16

通過
14件

※二次審査（ピッチコンテスト）上位通過者で
グローバル展開を視野に入れる参加者には、
海外オプションプログラム「海外機関研修コース」
「メイカーズコース」を実施

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
Ｐ

最
終
審
査
会

【審査基準】
＊技術シーズの事業化の可能性が高いこと
＊顧客ニーズを意識したビジネスプランであること
＊将来性･実現可能性が高いこと
＊事業化に対する情熱･熱意を有していること
＊社会性を有していること

個別指導

研究開発型ベンチャーの立ち上げから事業化までを切れ目なく支援
各支援スキームの位置づけ
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NEDO 起業家支援 / 研究開発型ベンチャー支援事業のご紹介 NEDO Technology Commercialization Program

具体的な技術シーズを活用した事業構想を持ち、NEDOが認定したベンチャーキャピタル等（認定VC）が
出資を行うシード期の研究開発型ベンチャー（STS※）に対して、事業化のための助成を行います。

※Seed-stage Technology-based Startupsの略

対象者 認定VCから出資（助成対象経費の15％以上の額）を受けるSTS

事業実施形態 助成 （NEDO負担率：助成対象経費の85%以下）

助成金額 7,000万円以内／事業期間

事業期間 2年以内

対象技術分野 経済産業省所管の鉱工業技術（但し、原子力技術に係るものは除く）

平成27年度 予算：17.5億円 第1回公募（7月開始）：採択17件／応募31件、第2回公募実施中（1月29日まで）

STSの主な要件

○日本に登記された法人であること。
※中小企業基本法等に定められている中小企業者に該当する法人でみなし大企業に該当しないこと。

○特定の技術シーズを有し、その実用化開発と事業化を行うシード期の研究開発型ベンチャーであること。

○認定VCから助成対象経費の15%（助成金交付申請の15/85）以上の出資を公募要領で定める期日以降に受けて
いること。又は、今後出資が予定されていること（出資の意思決定確認書等が必要）。
※申請時において業として出資を行う者から１億円以上の出資を得ていないこと。

○新市場、イノベーションを創出しうるものであること。

ベンチャーキャピタル等と連携してシード期の研究開発型ベンチャーを支援
③シード期の研究開発型ベンチャー（STS）への事業化支援

STS助成対象費用の85％以下（上限７千万円）

認定VC等

＜助成対象：実用化開発、事業化調査に係る費用＞

②認定
助成額の15/85
以上の出資

（助成交付条件）
12社

（※平成27年7月現在）
①応募

③応募

④採択・交付決定

株式

VC-STS事業概念図（平成27年度）

認定VC（平成27年7月現在）
Beyond Next Ventures株式会社(日本)
Expara Ventures Pte.Ltd.(シンガポール)
Draper Nexus Venture Partners Ⅱ,LLC(アメリカ)
株式会社東京大学エッジキャピタル(日本)
合同会社ユーグレナSMBC日興リバネスキャピタル(日本)
Triple Ring Technologies,Inc.(アメリカ)

株式会社ドリームインキュベータ(日本)
Global Cataly Venture Management Asia,LLP(アメリカ)
株式会社SARR TECH RANCH(日本／アメリカ)
FGC BioVentures LLP(日本)
ハックベンチャーズ株式会社(日本)
ウエルインベストメント株式会社/AZCA,Inc.(日本／アメリカ)

認定VC等の主な要件
○業としてベンチャー企業への投資機能を有し、STSを支援するハンズオン能力を有するVC等。チームによる申請も可。
○日本国又は外国政府、国立大学法人、地方自治体の出資が入っていない法人であること。
○国内にSTS等を支援する拠点（支店も可）を有し、常駐スタッフを配置していること(計画段階も可）。
但し、常駐スタッフはSTSの支援実績、または支援能力を有すること。

認定期間○5年間。但しSTSの支援期間中は当該STSに対しての権利義務を継続。

4月

7月

（７月）

（10月）

技術シーズを活用した事業構想を有する起業家候補（SUI：スタートアップイノベーター）に対し、
事業化支援人材（カタライザー）による指導・助言の機会提供など、研究開発型ベンチャーを
立ち上げるための活動を支援します。

対象者 設立前および設立後（出資を得ていない活動開始前の）研究開発型ベンチャー

事業実施形態 委託 （NEDO負担率：委託対象費用の100%）

委託金額 3,500万円以内

事業期間 １年以内

対象技術分野 経済産業省所管の鉱工業技術（但し、原子力技術に係るものは除く）

平成27年度 予算：5億円 公募開始（9月）：審査中 （参考：平成26年度採択件数：14件）

[SUI支援事業概念図]

SUI
デモ・デイの開催デモ・デイの開催

投資家等とのマッチング

SUI支援SUI支援

公
募
公
募

メーカーの技術者・研究者
大学・研究機関の研究者・
シード期のベンチャー 等の起
業家候補

事業カタライザーを中心とした専門家か
らのハンズオン支援を受けながらビジネ
スプランのブラッシュアップと研究開発
を実施

NEDO本部にコワーキングスペースを整備NEDO本部にコワーキングスペースを整備

SUI等の活動拠点を提供

技術カタライザー（特定技術分野の専門家）

専門カタライザー（弁護士・弁理士など）
起業家・インキュベータ

VC等のメンター

事業カタライザー事業カタライザー 技術・専門カタライザー技術・専門カタライザー

採択

研究開発型ベンチャーの起業家支援
②起業家候補（SUI: スタートアップイノベーター）支援

ＳＵＩ公募～採択の流れ（平成27年度）

SUI 事業カタライザー
SUIが起業したベンチャー企業
(SUIベンチャー)

３ヶ月間以内

【要】SUIベンチャー起業 等

SUIと
事業カタライザー
をマッチング 通過

通過

起業

事業ｶﾀﾗｲｻﾞｰによる助言
NEDOによるﾃﾞｭｰﾃﾞﾘｼﾞｪﾝｽ
専門家から技術ﾋｱﾘﾝｸﾞ

通過

１.５ヶ月間

応募

一
次
審
査
（
書
面
審
査
）

不合格

二
次
審
査
（
プ
レ
ゼ
ン
審
査
）

不合格

三
次
審
査
（
プ
レ
ゼ
ン
審
査
）

不合格

採

択

条
件
付
き
採
択

11月中旬 11月下旬 1月中旬 2月上旬

デューデリジェンス結果により

活動場所確認

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

11月下旬

二次審査（プレゼン審査）後、１.5ヶ月間の助言・活動場所確認・デューデリジェンス期間を設け、
その後の三次審査（プレゼン審査）を経て採択者を決定。

委託契約

委託
契約
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NEDO Technology Commercialization Program 2015 NEDO Technology Commercialization Program

大学・研究機関 等

技術シーズ
起業家候補人材

サーチ

•政府グラント
ファンディング
エージェンシー

投資家・ファンド
ベンチャーキャピタル

発掘
応募

既存企業

Academia

産業界
ネットワーク

メンター
ネットワーク

豊富な起業支援
プログラム・ツール

アカデミア・研究機関
ネットワーク

技術シーズ

を事業化へ

事業化

大学
VC

広報・普及啓発活動セミナー実施

引き上げ

産業界への
EXITを意識

EDGEとの連携
大学出資事業との連携
大学独自事業との連携

•Start-Up Innovator Program（SUI） 積極的に産業界が研修や評価に参画し、
ネットワーク構築やマッチングを実施

産業界にも積極的に普及啓発活動を実施

Industry

NEDO Technology 
Commercialization 
Program

募集

研修 メ
ン
タ
リ
ン
グ

ピッチコンテスト

審査・選抜

最終発表会

ネットワーク構築
マッチング

SHOWCASE
SHOWCASE

NEDO-STS
認定VC

NEDO Technology Commercialization Program（TCP）の全体像
NEDO TCP は、大学や研究機関等に眠っている技術シーズを担いで事業化（起業）をしようとしている人材（もし
くは起業したての人材）に対し、研修やピッチコンテスト、ビジネスプラン発表会、産業界との交流の場を提供する
ことによって、事業化につなげるための第一歩を支援することを目的としています。

プログラムのスケジュール
応募のあった 56 件の案件を、書類審査とピッチによる審査により選抜しました。途中集合研修やメンタリング等によって、
ビジネスプランのブラッシュアップやプレゼンテーション力の向上を図っています。
更に優秀者に対しては海外で自らのビジネスプランをアピールするための機会を提供します。

TCP2015 全体スケジュール
プラン募集締め切り(8/28)

研修受講（国内実施）

シリコンバレー現地研修

海外派遣期間
（展示会出展を含む）

2
0
1
5
年

2
0
1
6
年

海外機関（SRI International）研修コー
ス

メイカーズ（Makers）コース

一次審査（書類審査）

TCP海外オプションプログラムピッチコンテスト（二次審査）（10/20・22）

NEDO TCP 最終審査会 (12/9)

メンタリング/英語ピッチ練習

*途中選抜あり

集合研修（9/12・13） ／メンタリング

上位選抜者をSXSW（ピッチ）に派遣 (3/11～15)

海外プログラム参加チーム報告会 (4月予定)

56

30

14

6 

4 

17 

11 

11 

6 

22 

7 

エネルギー

環境

電子・情報通信

バイオ

機械システム

材料・ナノテク

IT融合

その他

応募者の事業分野（複数回答）

26 

27 

海外機関

研修ｺｰｽ

ﾒｲｶｰｽﾞ

ｺｰｽ

応募者の海外オプションコース
の参加意向（複数回答）

応募者の傾向
56 件の応募案件の事業分野は IT 融合系をはじめとして、電子・情報通信、バイオ、機械システム、エネルギー等
多岐に渡りました。
また多くの応募者が海外オプションコースの参加を希望しており、海外展開への興味の高さをうかがわせる結果とな
りました。

詳細はこちら
http://www.noip.jp/

ご連絡・お問い合わせ先：info@noip.jp
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審査員のご紹介 NEDO Technology Commercialization Program

各務 茂夫
東京大学　産学連携本部　イノベーション推進部長　教授
一橋大学商学部卒、スイスIMEDE（現IMD）経営学修士（MBA）、米国ケースウェスタンリザーブ大学経営学博
士。ボストンコンサルティンググループを経て、コーポレイトディレクション（CDI）の設立に参画、取締役主幹、米
国CDI上級副社長兼事務所長を歴任。学位取得後、ハイドリック＆ストラグル社にパートナーとして入社。2002
年東京大学大学院薬学系研究科教員となり、2004年東京大学産学連携本部 教授・事業化推進部長に就任。
2013年4月から現職。大学発ベンチャー支援、学生起業家教育に取り組む。

伊藤 毅
Beyond Next Ventures株式会社　代表取締役社長
2003年東京工業大学大学院 理工学研究科化学工学専攻修了後、ジャフコ入社。ジャフコにて主にリードインベスターかつ社
外取締役として支援した先には、CYBERDYNE（2014年3月東証マザーズ上場）、Spiber、クオンタムバイオシステムズ、サイ
フューズ、マイクロ波化学等があり、大学発の技術シーズ段階からの事業化支援および投資活動に関して多数の実績と経験を
有する。
2014年7月にジャフコを退社し、2014年8月に大学発ベンチャー、技術系ベンチャーのシードステージからのインキュベーショ
ン投資事業を行うことを目的にBeyond Next Ventures株式会社を創業し、代表取締役に就任。2015年2月より１号ファンド
を組成し、主にシード・アーリーステージの大学発ベンチャーへの投資を手がける独立系ベンチャーキャピタルとして活動中。
現在、Spiber株式会社、リバーフィールド株式会社、株式会社キュア・アップの社外取締役を兼務。
技術系ベンチャーが今後の日本の新産業を創っていくと信じています。創業者と共に、世界に貢献できる技術系ベンチャーを数
多く支援していきたいと思っています。

小笠原 治
株式会社ABBALab　代表取締役
さくらインターネットの共同創業者としていち早くクラウドサービスを手掛ける。
その後、シェアオフィスや飲食を手掛けながら、IT関連のスタートアップを支援する株式会社 nomadを設立。
さらに2013年、IoT時代のモノづくりを支援する株式会社ABBALabを設立。株式会社DMM.comと株式会社
Cerevoと 共同で、3Dプリンターサービスなどを中心にしたハードウェア・スタートアップの支援を行う「DMM.
make」を設立し現在はエヴァンジェリス トとして活動。本年よりさくらインターネットにフェローとして復帰。
1971年京都府京都市生まれ。

Claude Leglise
SRI International Innovation Programs Executive Director
Claude Leglise is a Visiting Senior Executive at SRI International (formerly Stanford Research Institute) where he focuses on 
the commercialization of scientific innovation. He has lectured and taught innovation management at the Stanford Graduate 
School of Business, Tokyo University, University Technology Malaysia, Paris Tech, Lappenrenta University of Technology 
(Finland), as well as many private companies. He is currently coaching entrepreneurs in China, France and Japan.
 Leglise is the Chairman and co-founder of ClearSpot Energy, Inc., a solar electricity services company serving large-scale 
commercial users of power in California.
 Leglise combines extensive global venture investing experience with a long track record in technology marketing and general 
management. Before launching ClearSpot Energy, he was Managing Director of the WI Harper Group, a Chinese-American 
venture capital firm. Prior to that, he was Vice President of Intel Capital, where he was responsible for making over 150 equity 
investments, including CSR, SuSe, Passave, BCD Semiconductors, Linkage Technology, and Techfaith Wireless, in 25 countries.

佐藤 正義
株式会社三井住友銀行　法人戦略部成長事業グループ長
銀行支店業務を経験後、1999年よりエヌ・アイ・エフベンチャーズ株式会社に出向し、ベンチャー投資調査業務
に従事。その後、三井住友銀行にて、ベンチャー・成長企業向け融資業務を中心に多数のベンチャーファイナン
ス案件に携わった後、大和証券ＳＭＢＣ株式会社において、ＩＰＯを主とする引受審査業務を経験。2009年より三
井住友銀行に復職し、現在、法人戦略部成長事業グループにて、ＩＰＯを志向するベンチャー・成長企業向け投融
資、ＩＰＯ支援等、各種の成長支援業務に取り組んでいる。早稲田大学大学院ファイナンス研究科修了（ＭＢＡ）。

曽我 弘
株式会社カピオン　代表取締役
新日本製鐵(株)退職後、20年間シリコンバレーに移住、数社のStartupを創業、Spruce Technologies, Inc. 
(DVD制作システム) を2001年Appleに売却。翌年SVJEN(NPO)設立CEO。
2010年末帰国後、2011年能登左知と株式会社カピオンを創業NEDO、大学を中心にメンター活動を推進中。
また本業と共に日本の技術の商業化とグローバル展開を目指しシリコンバレーでBlue Jay Energy, Inc.を吉
川絵美と創業、現在日本大手企業と共同でインドネシアでの事業化を検討中。

高井 一也
国立研究開発法人産業技術研究所
イノベーション推進本部　審議役（兼務　ベンチャー開発・技術移転センター長）
熊本大学薬学部卒、博士（薬学）、技術士（化学部門）。 製薬・農薬メーカーで研究開発、熊本大学で知的財産およ
び産学連携の業務に従事。 2005年4月、独立行政法人産業技術総合研究所に入所、知的財産マネジメントお
よび技術移転に携わる。2015年4月より現職、産総研の研究成果の事業化を推進するため、ベンチャー創業に
よる事業化、知的財産のライセンスによる技術移転に取り組んでいる。

東條 吉朗
日本貿易振興機構（ジェトロ）　JETROサンフランシスコ所長
JETROサンフランシスコ所長。経済産業省、京都大学、経済協力開発機構（OECD）、NEDO、JETROなどで、広
くイノベーションに関する経済分析・政策立案、技術開発、スタートアップ支援などに携わる。2014年8月から現
職。NEDOプログラムアドバイザーを兼務し、本プログラムをはじめ国内外の多くの起業支援枠組みに参画・協
力し、日米の技術シーズの事業化・グローバル展開に取り組んでいる。

春田 真
株式会社ベータカタリスト　代表取締役CEO
1992年4月、株式会社住友銀行に入行。同行退職後、2000年2月 株式会社ディー・エヌ・エーに入社、同年9月
に取締役CFOに就任。2008年7月、常務取締役CFOに就任。2011年6月、取締役会長に就任。DeNAの上場
を主導するとともに大手企業とのJV設立や横浜DeNAベイスターズの買収等M＆Aを推進。2015年4月 株式
会社ベータカタリスト設立。代表取締役就任。

吉岡 恒
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
イノベーション推進部主幹
1992年NEDO入構（地熱調査部）。その後、気候変動対策関連の業務を中心に従事し、2013年より技術開発
推進部（現：イノベーション推進部）において、ベンチャーの技術開発助成、スタートアップイノベーター（SUI）等
の起業支援業務を行う。北海道大学工学研究科修士課程修了。

東 博暢
株式会社日本総合研究所　戦略コンサルティング部融合戦略クラスター長
大阪府立大学大学院工学研究科（電気・情報系）修士課程修了。ソーシャルベンチャー支援やソーシャルメディア
の立ち上げを経て、2006年日本総合研究所入社。民間セクターに対しては、PMI、新規事業開発戦略策定、イノ
ベーション戦略策定支援等を、公共セクターに対しては、主に情報通信分野における社会実証実験を通じた法
制度改正、ガイドライン策定支援等を実施している。官民協働(PPP)事業においては、スマートシティ戦略などの
都市開発支援を実施している。現在は、ICTを軸にしたあらゆる産業との融合領域におけるインキュベーション/
コンサルティング活動を実施している。その他、デジタル教科書教材協議会、一般社団法人日本スマートフォン
セキュリティ協会の理事、台湾経済部のシンクタンクの専案諮詢および総務省等の政府機関、民間団体の研究
会の委員等も歴任している。

松田 一敬
合同会社ＳＡＲＲ　代表執行社員
慶応大学経済学部卒業後、山一證券㈱証券引受部を経て、同社ロンドン現地法人にて中東、アフリカ、東欧諸
国等を担当する。その後、国内初の地域密着型ベンチャーキャピタルを設立。2000年6月に札幌Biz Cafeを
設立、サッポロバレーのITベンチャーを支援。地元IT企業の株式公開に繋げる。2000年9月、国立大学発ベン
チャー第1号（北海道大学発） の設立に関与する等、大学発ベンチャー支援の国内の草分け。製薬企業向けマイ
ルストーン契約の締結等、知財の事業化の実績を積む。2011年4月に合同会社SARRを設立。起業家教育、ハイ
テクスタートアップの支援等を行っている。
INSEAD（欧州経営大学院、フランス）にてMBA取得、小樽商科大学大学院商学研究科修士課程修了（修士（商
学））、北海道大学大学院医学研究科博士課程修了（医学博士）。

 
 
 

 
 

 
Claude Leglise 
 
 

Claude Leglise is a Visiting Senior Executive at SRI International (formerly Stanford Research 
Institute) where he focuses on the commercialization of scientific innovation. He has lectured and 
taught innovation management at the Stanford Graduate School of Business, Tokyo University, 
University Technology Malaysia, Paris Tech, Lappenrenta University of Technology (Finland), as well 
as many private companies. He is currently coaching entrepreneurs in China, France and Japan.  

Leglise is the Chairman and co-founder of ClearSpot Energy, Inc., a solar electricity services 
company serving large-scale commercial users of power in California.  

Leglise combines extensive global venture investing experience with a long track record in 
technology marketing and general management. Before launching ClearSpot Energy, he was 
Managing Director of the WI Harper Group, a Chinese-American venture capital firm.  Prior to that, 
he was Vice President of Intel Capital, where he was responsible for making over 150 equity 
investments, including CSR, SuSe, Passave, BCD Semiconductors, Linkage Technology, and 
Techfaith Wireless, in 25 countries.   

At Intel, Leglise spent 12 years in general management positions, first leading the design and 
marketing of the world’s first million-transistor microprocessor. He started the company’s 
collaboration with the software industry and managed the growth of the Developer Relations Group 
from 2 to over 300 software engineers. As VP of the Home Products Group, he built a $250M 
consumer business and served on Intel’s Executive Staff.  

Leglise has served on numerous public and private company boards, including Netlist (Nasdaq: 
NLST), Camelot Information Systems (NYSE: CIS), SupportSoft (Nasdaq: SPRT).  

Claude received a master's degree in Electrical Engineering from École Nationale Supérieure d’Arts 
et Métiers, in Paris, France, an MBA from Stanford University in Palo Alto, California, and a Chinese 
Language Certificate from Peking University in Beijing, China. When not working in Silicon Valley, 
he manages a family-owned cattle ranch in Eastern Idaho.  

 



10 11

メンターのご紹介 NEDO Technology Commercialization Program

加藤 幹也
株式会社環境エネルギー投資　ディレクター
2001年 イー・アクセス株式会社に新卒一期生で入社し、ブロードバンドの営業マーケティングを担当し同社上場を経験。
2005年 ソフトバンクBB株式会社（ソフトバンク株式会社）入社後、コンテンツ事業部門でのIPTV事業「BBTV」サービスの企画及び著作権放送分野
の渉外分野を担当。
2006年 ソフトバンク株式会社（現ソフトバンクグループ株式会社）社長室兼務。
2008年 6月より経済産業省商務情報政策局メディアコンテンツ課に出向し技術分野からコンテンツ産業の振興を担当。
2010年 ソフトバンク株式会社に帰任し、Ustream Asia株式会社出向しUstreamのサービス企画及び著作権処理部門を担当。
2011年 東日本大震災を機にソフトバンク株式会社社長室に戻り、ソフトバンクの自然エネルギー事業及び電力小売り事業の事業推進を担当。
2015年 株式会社環境エネルギー投資に入社し、電力自由化をテーマにしたベンチャーキャピタルファンドを運営。

小笠原 治
株式会社ABBALab　代表取締役
さくらインターネットの共同創業者としていち早くクラウドサービスを手掛ける。
その後、シェアオフィスや飲食を手掛けながら、IT関連のスタートアップを支援する株式会社 nomadを設立。さらに2013年、
IoT時代のモノづくりを支援する株式会社ABBALabを設立。
株式会社DMM.comと株式会社Cerevoと 共同で、3Dプリンターサービスなどを中心にしたハードウェア・スタートアップの支
援を行う「DMM.make」を設立し現在はエヴァンジェリス トとして活動。本年よりさくらインターネットにフェローとして復帰。
1971年京都府京都市生まれ。

岡田 朋之
Tortuga Pacific Inc. ビジネス開発担当VP／WiTricity Corporation 営業コンサルタントVP
JABI (Japan America Business Initiatives) 理事、ナビゲーター
米国モトローラにて携帯電話開発エンジニア、設計開発チームのマネージャーを経て、日本モトローラに赴任。新規R&Dプロ
ジェクトマネージャー、次世代携帯電話技術部長、モトローラジャパンPCS事業部長、モトローラジャパン常務取締役を経て、米
国に帰国。シリコンバレーにて携帯電話OSのスタートアップ、組み込みソフトウェアー企業の米国社長兼役員やシリコンバレー
ベンチャー企業の社外取締役を経験。現在はワイヤレス、ソフトウェア、IoT、半導体関連の技術営業やビジネスコンサルタント
として活動中。シリコンバレーを拠点に、日本のスタートアップ及び中小企業の米国進出支援、大企業のグローバルマネジメン
ト支援を行っている。アリゾナ州立大学電子工学科卒

大木 美代子
Serend　プリンシパル
日本IBMでグローバルマーケティングに従事後、私費留学で渡米。ビジネス修士号取得後、シリコンバレーの大小様々なIT企業
で、グローバルビジネス開発に携わる。2013年1月に独立、コンサルティング会社Serend (http://www.serendinc.com)を
スタート。アメリカ、アジアのスタートアップ、中小企業、大企業、アカデミア、政府機関などに対して、機会創出支援、戦略設定、
ハンズオンのマーケティング業務のサポートなどを行っている。

石倉 大樹
株式会社日本医療機器開発機構　取締役
医療分野での起業・新規事業開発に特化。自ら創業メンバーとして参画した創薬ベンチャー・アキュメンバイオファーマは、日本
で初めて大学発の技術を事業化した会社として上市（欧州）に成功。その後は医療ITベンチャー・エムスリーにて、製薬企業及
び医療機器メーカーの治験を加速化させるITサービスの新規事業開発をリード。スタンフォード大学経営学修士課程（MBA）
留学中には、Medicine XのInnovation Sourcing Teamとして、mHealth及びHealth Techの startupを投資検討し、
Biodesignプログラムも経験。現P5,Inc.取締役。平成27年度東京大学大学院薬学系研究科非常勤講師。

潮 尚之
ITPC (International Technology Partnership Center)　プリンシパル
松下電器産業(現パナソニック)においてITS(高度道路交通システム)をはじめとした様々なビジネス・技術分野でのグローバルな事業開
発やアライアンスを推進。2002年から2005年まで米国においてベンチャー企業や大学との技術連携推進の責任者を担当。2006年
に、ビジネス･コンサルタントとして独立してITPCを設立するとともに、シリコン・バレーの画像認識技術ベンチャー(piXlogic社)の一員
に。現在、シリコン・バレー及び東京を拠点として、欧米の有望なベンチャー企業の発掘と日本進出のサポート、グローバルとオープン･
イノベーションの志向の強い日本企業の海外動向調査や米国進出のサポートなど、インターナショナル・ビジネス・デベロップメントの専
門家として活動中。また、大阪府立大学EGDEプログラムのシリコン・バレー代表及び東京大学TLOのアドバイザも担当。画像処理、音
声認識、ワイヤレス、センサー、可視光通信、クリーンテック等の幅広い分野をカバー。慶応義塾大学文学部人間科学専攻卒。

植波 剣吾
Beyond Next Ventures株式会社　取締役、パートナー
2003年に株式会社ジャフコに入社し、主にIT分野のベンチャー企業への投資業務に従事。2007年以降は、同社において、ファ
ンド募集・設立、法務・コンプライアンス、金商業規制・当局対応、危機対応、広報・IR等の重要業務に中核メンバー・責任者として
従事。ベンチャーキャピタルにおける業務全般に幅広い経験を有する。2015年3月、Beyond Next Ventures株式会社 取締
役に就任、現在に至る。中央大学法学部卒。

田所 雅之
Fenox Venture Capital
日本と米国シリコンバレーで合わせて、これまで4社を起業してきたシリアルアントレプレナー。
現在は、Skillhubというスタートアップを経営しながら、Fenox VCのパートナーとして、日本、東南アジア地域の投資を担当。
Pioneerというヨーロッパのスタートアップメディア・イベント運営団体のアジア地区のアドバイザー。”成功するスタートアップ
の作り方”という起業家向けの1日レクチャーを毎月開催（日本語と英語の両方）。

竹居 邦彦
ダブル・スコープ株式会社　取締役
1986年中央大学経済学部卒業、青山学院大学国際ビジネス専攻・ファイナンス課程終了、横浜銀行に入行、支店勤務を経て証
券業務に携わる。2001年より独立系ベンチャーキャピタルでインベストメントマネージャーとしてハンズオン型投資業務に従
事。投資分野は素材、バイオ、半導体関連などグローバル展開を目指すテクノロジー系ベンチャー企業など。ダブル・スコープ
株式会社（WS）は2005年リチウムイオンバッテリー用セパレーターの開発・製造を目的に設立。WSは投資先の1社、事業構想
段階から計画に参画、会社設立と同時に取締役に就任。WSは2011年12月東証マザーズ上場、20112年3月より取締役・CFO
に就任、現在に至る。 テクノロジー系ベンチャーの成長に貢献できれば幸いです。

瀬川 秀樹
クリエイブル 代表

（株）リコーに32年半勤め、光ディスクの精密加工技術者、光ディスクの国際標準化委員会(ISO)の日本代表団メンバー、技術企
画、シリコンバレーにおけるCVC(Corporate Venture Capital)と新規事業の立ち上げ／撤退、新規事業開発センター副所
長、未来技術総合研究センター所長などを歴任。常に新しいコトや多くの新規事業の立ち上げに挑戦し続けてきた。
近年では、これからの世界にとって非常に重要であるBOP(Base of the Pyramid(世界の貧困層))のprojectを立ち上げ、イ
ンドの農村部での活動も行ってきた。2014年9月に(株)リコーを退職し、「新規事業のコンサルティング」「若手育成」などを行う
Creable(クリエイブル)を開設。事業戦略策定のメンタリングや多くの講演・研修・Workshop等を手掛けている。

隅田 剣生
株式会社産学連携研究所　代表取締役
プラント機器メーカーでプロジェクト営業、その後、NEDO、大阪大学、文部科学省等の産学官連携コーディネーターを担当し、
現職。大阪府立大学総合科学部卒、神戸大学大学院海事科学研究科修了。

倉本 泰信
京都大学産学連携本部　客員教授
富士通在籍時には、主にコンピュータ関連ビジネス、特に、海外市場、新規ビジネスの開拓を30年以上行ってきた。
米国シリコンバレーに、1975年から4年間、1985年から8年間、計12年間駐在。その間、企業買収、新会社設立、新ファイナンシングモデル開発
などに関与した。2005年11月、英国南西イングランド地域開発公社に請われて、英国南西イングランド地域への新しい投資誘致モデルを策定、
実施するため日本事務所の駐日代表となる。
2010年４月、英国政権交代により地域経済政策の変更で日本事務所閉鎖。同年6月、東京大学政策ビジョン研究センターシニアーリサチャー

（2015年5月迄）同年9月、京都大学産官学連携本部客員教授、主に共同研究東京代表として企業との共同研究、共同研究講座の推進を担当し
ている。また大学での講座はイノベーションデザイン、マネージメントを担当。
講師歴は立命館大学、一橋大学で日本IT産業のサバイバル戦略等も担当した。

坂本 大
ブレインアンドキャピタルUSA　シニアパートナー
27年の駐米経験を通して、環太平洋地域における事業戦略構築、ベンチャー投資、ビジネスインキュベーション、クロスボー
ダーM&A･事業提携などに取り組む。ＮＥＣのグループヴァイスプレジデントとして、ＩＴサービス分野のコーポレートベンチャー
ファンド設立などの業務に従事。Niteoパートナーズ役員、オープングループ役員、エンタープライズネットワーク、ヴィディエ
ントシステムの役員、そしてサステイナブルシリコンバレー（NPO)の会長を歴任。現在エコプレクサスジャパンの取締役会長、
ブレインアンドキャピタルUSAのシニアパートナー、そしてサンタクララ大学院ボードアドバイザー（Master of Science – 
Global Innovation）を務めながらシリコンバレーにてベンチャー投資やスタートアップの事業支援に従事。

虞都 韻
株式会社日本医療機器開発機構　取締役
IT・Web分野でのマーケティングを含む新規事業開発全般に特化。住友商事株式会社を経てエムスリー株式会社にてWeb
マーケティング全般を経験。
2011年より株式会社リブセンスにて新規事業責任者を担当。その後もITベンチャーなどで中心メンバーとして数多くのWeb
サービス立ち上げを担当しており、創業期の企業から大企業に至るまでさまざまな組織の規模・状況に応じたIT・Web関連の
新規事業開発の経験が強み。
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本藤 孝
FinTech GlobalCapital, LLC　代表パートナー
アンダーセンコンサルティング（現アクセンチュア）にて、IT及びマネージメントコンサルティングに従事。その後、NIFベン
チャーズ（現大和企業投資）でヨーロッパ、イスラエルへのベンチャー投資を行う事業部の立ち上げメンバーとして参画する。
フランスのベンチャーキャピタルへの出向を含め、多くのベンチャー投資を実施。自社が上場し、その後合併するなどを経験し
独立。ベンチャーキャピタルのFGCを創設し、55百万ドル（約65億円）のファンドを組成。同社の代表パートナーに就任し、国内
外への投資に関わり、投資先の取締役を歴任。シード段階からの出資も手掛け、投資先数社のファウンダーメンバーとして創業
し経営に参画。FGCとしての活動と共に、主に大学発（主に九州エリア）の案件に投資を行うQB Capitalを創設し、約30億円の
ベンチャーファンドを組成。同社の代表パートナーに就任。

林 光洋
株式会社ベータカタリスト　取締役
1994年4月、藤田観光株式会社に入社。2003年12月に株式会社ディー・エヌ・エーに入社。子会社社長を経て、2007年執行役
員EC事業本部長に就任。
大手企業とのJV設立や協業を手かけ黒字化まで推進。2013年3月に同社を退社後、ベンチャーや大手企業の各種プロジェクト
を支援。2015年4月株式会社ベータカタリスト取締役に就任。

林 千晶
株式会社ロフトワーク　代表取締役
1971年生、アラブ首長国育ち。2000年にロフトワークを起業。Webデザイン、ビジネスデザイン、コミュニティデザイン、空間
デザインなど、ロフトワークが手がけるプロジェクトは年間530件を超える。
書籍「シェアをデザインする」「Webプロジェクトマネジメント標準」「グローバル・プロジェクトマネジメント」などを執筆。2015
年4月、森林再生とものづくりを通じて地域産業創出を目指す「株式会社飛騨の森でクマは踊る」を設立、代表取締役社長に就
任。

秦 充洋
株式会社ミレニアムパートナーズ　代表取締役
ボストンコンサルティンググループ（BCG）にてプロジェクトマネジャーとして通信、電力、自動車など幅広いプロジェクトを指
揮、また起業家としてベンチャー企業の創業・経営・上場経験を持つ。現在は起業家育成・大企業の新規事業支援など、幅広く活
躍。一橋大学大学院MBAコース（HMBA）講師、グロービス経営大学院講師。著書「プロ直伝！成功する事業計画書のつくり方」

（ナツメ社、2015年）

田中 浩也
慶應義塾大学環境情報学部　准教授
1975年札幌市生まれ。2003年東京大学工学系研究科社会基盤工学専攻修了。博士（工学）。2005年に慶應義塾大学環境情
報学部（SFC）専任講師。2008年より同准教授。2010年マサチューセッツ工科大学建築学部客員研究員。2011年に「ファブラ
ボ鎌倉」を設立。2012年慶應義塾大学SFC研究所「ソーシャルファブリケーションラボ」設立。デジタルファブリケーションの可
能性を「技術」と「社会」の両面から研究・実践している。第9回世界ファブラボ会議（横浜）実行委員長（2013）、経済産業省「フロ
ンティアメイカーズ育成事業」プロジェクトマネージャ（2014）、総務省「ファブ社会の基盤設計に関する検討会」座長（2015）な
どを歴任。2015年より文部科学省COI「感性とデジタル製造を直結し、生活者の創造性を拡張するファブ地域社会創造拠点」
慶應グループ研究リーダー。

中嶋 泰雄
東北大学　特任准教授
東北大学研究推進本部特任准教授。2013年から東北大学にて東京大学・京都大学・大阪大学・東北大学の技術シーズに特化し
たテクノロジーベンチャー育成を目指す新たな官民ファンド（文部科学省大学出資事業）の企画制度化を担当。
それ以前は、日立製作所のコーポレートベンチャーキャピタルにて、ベンチャーキャピタル子会社を設立し、パートナーとして
IT、材料デバイス分野等に投資。スタートアップから上場ベンチャーの投資先企業の運営やアライアンス構築など事業開発をハ
ンズオン支援。日立グループで事業やシステム企画、PMI等。東京大学大学院工学系研究科テクノロジーマネジメントコース派
遣。経済産業省のベンチャー関連の委員、中小・ベンチャー企業支援や技術移転の団体などのアドバイザー等として、オープン
イノベーション、エコシステム構築、起業家支援、教育等を推進。法政大学経卒。

鶴下 直也
JN Biosciences LLC　Managing Partner
1984年7月 京都大学大学院理学研究科終了、理学博士号を授与される
1984年8月～1987年11月 スタンフォード大学およびカリフォルニア大学にて博士研究員　抗体遺伝子の転写調節および組換え機
構の研究
1987年12月～1991年8月 京都大学ウイルス研究所助手　抗体遺伝子の発現調節機構の研究
1991年9月～2005年3月蛋白工学部門ディレクター Protein Design Labs, Inc. (現、PDL BioPharma, Inc.)　抗体医薬の研究開発
2005年4月～現在 バイオテク・コンサルタント　日米両国の製薬企業にてタンパク質医薬研究開発への助言
2005年11月～現在 Cofounder & Managing Partner　JN Biosciences LLC (Mountain View, CA, U.S.A.)　新規抗体工学技
術と抗体医薬の研究開発

横倉 隆
東京理科大学　常務理事

‘71年東京理科大学理学部物理学科卒。東京光学機械（株）（現（株）トプコン）入社。光学技術者として民生、産業、医療、測量向
けの様々な光学機器の研究開発を行った。
その後は開発マネージャーとしてドイツや米国の大学との共同研究を担当。執行役員就任後、技術本部長、産業機器と医療機
器の事業部長を歴任し‘07年より取締役社長。国内外でのＭ＆Ａや産学連携を手掛けた。

‘11年に相談役。現在は特別アドバイザー。同年より東京理科大学常任理事。その他として東商議員としてものづくり推進委員
会共同委員長。大学では産学連携と収益事業を担当しているが今後ＶＣを立ち上げベンチャー支援に取り組んでいく予定。

山本 辰久
ボーダレス・プランニング株式会社　代表取締役
京都大学大学院工学研究科交通土木工学専攻修了。ボストン大学大学院都市計画学科修了（MCP）。横浜市役所都市計画局
勤務の後、株式会社日本総合研究所総合研究部門で公的機関の主要計画立案・改革支援、企業の中期経営計画策定などととも
に、ビジネスモデル特許申請も経験。
この間、神戸大学大学院経営学研究科助教授として出向。2011年に起業し、境界にこだわらないボーダレスな視点から、医療、
運輸、食品、製造、環境関連業界をはじめ、経営幹部・管理職らを対象とした人材育成・教育研修とともに、事業計画立案支援、海
外進出支援にも取り組む。環境NGOカーボンシンク理事。

八重樫 馨
i-BuC Ltd.　President & CEO
ドイツ系化学企業、Hoechst （現　医薬部門は、Sanofi社、スペシャリティケミカルは、Clariant社、基礎化学は、Celanese社）で、新事業開発、半
導体製造用関連機器事業の立ち上げ、日本企業との共同事業設立等を行う。リチウム電池用セパレーター、人工心肺用中空糸、水処理用脱気膜
の３事業部門を持つCelgard Inc.（ Polypore International Inc.を経て、旭化成に売却。）のマネジメント・チームとして経営に参画、日本法人セ
ルガード株式会社代表取締役社長兼務。同グループの世界最大の鉛電池用セパレーター企業Daramic Inc. のアジア・太平洋統括や、同グルー
プ中国現地法人Battery Separator Shanghai Co., Ltd.　の取締役を兼務。シリコンバレーのナノテク企業NanoGram Corporationの上席
副社長および同日本法人ナノグラム株式会社の代表取締役社長に就任。同社の帝人株式会社への売却後、帝人グループのメンバーとして同社
の経営に携わる。事業創造やベンチャー起業支援による産業創成の為に、仲間と共にアイ・バック株式会社を設立する。

前田 信敏
ウエルインベストメント株式会社　投資部長
早稲田大学政治経済学部経済学科卒業、早稲田大学大学院商学研究科ビジネス専攻修了（MBA）。大和企業投資㈱勤務等を
経て、2008年よりウエルインベストメント㈱投資部長。2009年より早稲田大学アントレプレヌール研究会理事。2012 年より
文部科学省・大学発新産業創出拠点プロジェクト事業プロモーター。2013年より早稲田大学インキュベーションセンターシニ
アコンサルタント。 大学発ベンチャー企業をはじめとする、高い技術力や斬新なビジネスモデルを持つアーリーステージのベ
ンチャー企業に対する支援を長年手がけている。

三木 寛文
MK Management, Inc. 　代表取締役
早稲田大学商学部卒業。モバイルインターネット領域の成長ベンチャー数社において、約15年の事業開発経験を持つ。特に、グ
リー株式会社では初期メンバーとして入社、GREEモバイル化、大手通信事業者や各種コンテンツ企業との提携、広告宣伝部や
ゲームプラットフォーム事業の立ち上げ、中国事業統括など、数多くの新規事業開発、提携案件を担当する。
現在はインターネット領域全般のベンチャー支援を手がけ、数十社の経営アドバイザーを歴任。事業開発や営業戦略策定、資金
調達アドバイス、人事組織設計のサポート、提携先の紹介や採用支援などをハンズオンで行う。また、Digital Health Meetup
アドバイザーとして、医療/ヘルスケア領域の技術ベンチャーのビジネス支援も行う。

南方 郁夫
クラウド・テン株式会社　代表取締役
大阪大学 基礎工学部 情報工学研究科修了。パナソニックで約30年間勤務。その間、本社R&D部門においてソフトウェアの研究・開発の責任者と
してパソコン、EWS、ワープロ、デジタルTV、携帯電話などの事業化立ち上げを主導。また、国際標準化、コンソーシアムの創設やボードメンバー
の経験も多数（DLNA、CE Linux Forum、Java Community Process、Marlin DRMなど）過去3回、合計8年間にわたってシリコンバレーでの
駐在経験。①UCバークレー　EECS　客員研究員②バークレーでの人脈がきっかけとなってシリコンバレーのスタートアップとEWS向けソフト
ウェアの共同開発③米国パナソニックR&D会社のプレジデント。その間に、シリコンバレーでクラウドを活用したオンラインゲーミング事業を行う
社内ベンチャーを起業2011年末にパナソニックを退職してクラウド・テン株式会社を創業。シリコンバレーの経験と人脈を活かして日本企業の新
規事業創出やシリコンバレーの企業の日本戦略のコンサルティングを行うとともに、独自のクラウドサービスの開発、事業化に取り組んでいる。
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APSAM (Automated Pathological Service by Applied Mathematics)株式会社 Eyes, JAPAN
ファイナリスト 資料 NEDO Technology Commercialization Program

事業プラン名：事業プラン名：
唾液マーカーによる非侵襲的ながん罹患リスクの検出技術唾液マーカーによる非侵襲的ながん罹患リスクの検出技術
代表者：山寺代表者：山寺 純（株式会社純（株式会社 Eyes, JAPANEyes, JAPAN））
協力メンバー：工藤協力メンバー：工藤 憲一，網藤憲一，網藤 公一郎，薄井公一郎，薄井 美里美里

（株式会社（株式会社 Eyes, JAPANEyes, JAPAN））
協力メンバー：山口協力メンバー：山口 昌樹（国立大学法人昌樹（国立大学法人 信州大学）信州大学）
連絡先：連絡先： nedotcp@nowhere.co.jp
シーズ技術の概要（新規性・革新性）

（Technology）
事業化構想（解決したい問題、攻略
市場、具体的商品・サービズ、ビジ
ネスモデル、事業としての新規性）

（Business）

社会へのインパクト（事業のスケーラ
ビリティー、社会にもたらす変革）

（Social Impact）

今後の技術進化と開発計画
（助成金、リスクマネーの導入）

（Technology Roadmap）

 がんと唾液中のサイトカインとのがんと唾液中のサイトカインとの
関連性に着目関連性に着目

 非侵襲・迅速・安価に罹患部位の非侵襲・迅速・安価に罹患部位の
検出が可能な自己検体測定キッ検出が可能な自己検体測定キッ
トト ((信州大学で開発済み，がん専信州大学で開発済み，がん専
門研究機関で臨床評価予定門研究機関で臨床評価予定))

 2121万件の学術論文から機械学習万件の学術論文から機械学習

でサイトカインの定量データベーでサイトカインの定量データベー
スを自動生成し，アルゴリズムでスを自動生成し，アルゴリズムで
受診勧奨受診勧奨 (Eyes, JAPAN(Eyes, JAPANで開発で開発
中中))

 遺伝子検査遺伝子検査 (SNPs(SNPs検査，シーク検査，シーク
エンス解析エンス解析)) では現在のがん罹患では現在のがん罹患

状況を知ることはできない。状況を知ることはできない。
 線虫，アミノ酸，マイクロ線虫，アミノ酸，マイクロRNARNA等を等を

活用した類似技術と比較して，活用した類似技術と比較して，非非
侵襲，部位の特定，迅速・安価侵襲，部位の特定，迅速・安価とと
いういう33条件を満たすものは本事業条件を満たすものは本事業

のみのみ

 日本における死因の日本における死因の11位はが位はが

んん
 まずは医師の管理下において，まずは医師の管理下において，

がん治療後の予後管理を主眼がん治療後の予後管理を主眼
に置くに置く

 がんの再発・転移に対する不がんの再発・転移に対する不
安やストレスもがんの原因安やストレスもがんの原因

 薬局，歯科診療所などで自己薬局，歯科診療所などで自己
検体検査サービスを展開検体検査サービスを展開

 11万円万円//回回 程度の利用者負担程度の利用者負担
 3030分以内にスマートフォン等で分以内にスマートフォン等で

結果結果 ((事実，一般的知識，受診事実，一般的知識，受診
勧奨コメント勧奨コメント)) を閲覧可能を閲覧可能

 簡易，安価，高頻度の繰り返し簡易，安価，高頻度の繰り返し
検査が可能検査が可能

 20172017年年33月を目標時点とする第月を目標時点とする第66
次ふくしま医療福祉機器開発事業次ふくしま医療福祉機器開発事業
費補助金（約費補助金（約11億円億円/2/2年）に採択さ年）に採択さ

れたれた
 薬局チェーンを持つ大手小売企業薬局チェーンを持つ大手小売企業

が協議会に参画が協議会に参画
 事業化する際には新会社も想定事業化する際には新会社も想定
 中期的には一般生活者に対する中期的には一般生活者に対する

がんの早期発見ツールとして，がんの早期発見ツールとして，
DTCDTCでの提供も視野での提供も視野

 がんの不安を抱えるリスク層に対がんの不安を抱えるリスク層に対
して，早期発見の安心感を提供して，早期発見の安心感を提供

 サイトカイン分析装置の小型化，サイトカイン分析装置の小型化，
検体採取キットの宅配等により，検体採取キットの宅配等により，
がんの検査が身近で気軽なものがんの検査が身近で気軽なもの
にに

 学術論文に基づくデータベースの学術論文に基づくデータベースの
自動生成技術は他の学術分野に自動生成技術は他の学術分野に
も応用可能も応用可能

 将来的には医師の診断を補助将来的には医師の診断を補助

薬剤師C

利用者A

唾液採取唾液採取

微量でOK
最寄りの歯科診療所，薬局等

で
自己採取可能

微量でOK
最寄りの歯科診療所，薬局等

で
自己採取可能

サイトカイン検体サイトカイン検体

サイトカイン検体
前処理装置

サイトカイン検体
前処理装置

サイトカイン
体外診断用医薬品

サイトカイン
体外診断用医薬品

パッケージ化された
キットを開発

パッケージ化された
キットを開発

サイトカイン
分析装置

サイトカイン
分析装置

リスク評価
アルゴリズム

リスク評価
アルゴリズム

小型の分析装置
を用いてその場で

分析

小型の分析装置
を用いてその場で

分析
基礎研究DB

検体DB

検査結果と
基礎研究成果を

自動比較

検査結果と
基礎研究成果を

自動比較

分析結果参照
一般的な関連知識の提供
がん検診の受診勧奨

サービスモデル構想サービスモデル構想

 唾液サイトカインの分析結果を30分以内にスマートフォン等で閲覧可能。

 一般的な関連知識を提供するとともに，がん検診の受診を勧奨。

歯科医師B

事業プラン名：事業プラン名： 数学的手法を用いた病理画像診断技術数学的手法を用いた病理画像診断技術
代表者：中根代表者：中根 和昭（和昭（大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻））
協力メンバー：韓協力メンバー：韓 徹（大阪大学基礎工学部）徹（大阪大学基礎工学部）
協力メンバー：協力メンバー：Priya Singh(Priya Singh(大阪大学工学部大阪大学工学部))
連絡先：連絡先： kk--nakane@sahs.med.osakanakane@sahs.med.osaka--u.ac.jp u.ac.jp 

シーズ技術の概要（新規性・革新性）

事業化構想 （日本国内について）

社会へのインパクト

今後の技術進化と開発計画
（助成金、リスクマネーの導入）

ホモロジー法という数学的手法により
がん特有の性質である接触阻害の喪失を
定量評価できる。→がん診断のスクリーニング

1 2 3 4 5 6 7
a
b
c
d
e
f
g

 感度は99.9%
 5秒で診断可能
 一般のPCで操作可能

PCT出願済(JP,US) 
EUは申請中

A) クラウドサービス

対象:ひとり病理医

B) ワンストップサービス

対象：病理医不在

医療機関

A B

国内のがん罹患者数
98.1万人(大腸がんが最も多い)
国内の病理医
2,259人(ひとり病理医施設は約半分)

病理医の過労働が深刻化

病理標本のスクリーニングに使う
ことで病理医の仕事を軽減する！

海外への事業展開

• 欧米は食生活が原因で大腸がん罹患者数が多い。

• 中国 、アジア諸国への遠隔診断サービス。

欧米の臨床検査会社と
組んでワンストップサービスを展開

中国の医療施設と提携し、治療は日本で
行うインバウンドサービス。

 ワンストップサービス

APSAM

臨床検査会社病理組織 + 診断料

病理標本 + 検査結果

対象の病院で手術

• 病理医不在の医療機関（日本・欧米）

 インバウンドサービス

• アジア諸国の病院・患者

中国 日本

病理
標本 APSAM 病理医

病院

結果
患者

治療
手術

経営組織 今後の予定

ＣＥＯ

医療コンサルティング

ＣＴＯ：中根

ＣＯＯ：韓

ＣＭＯ：Priya

プログラマー

金子

医療アドバイザー

松浦

• イギリス・ドイツに訪問。（大学へ）

• 中国とベトナムに訪問。（病院へ）

• アメリカに訪問。
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Kanda RoboticsA Protein Synthesis System 3.0 (PSST)
ファイナリスト 資料 NEDO Technology Commercialization Program

コネクティッドアクチュエータによる八百万ロボット社会の実現

新たなロボットを創造、開発するのではなく、既存の生活、業務へとロボティクスを
導入可能とする。そのために開発要素の高いモーター、制御、インターフェイスをパッ
ケージングし導入ハードルを下げた。次はロボティクスの導入、展開を進め、企業と
コラボレーションを行い、ロボット社会を具現化していく。

スケールアップ︓
* たんぱく質収量の向上
* 分泌タンパク質合成能の確⽴

スケールアウト︓
* ライブラリ販売から創薬支援へ
* 既知ホルモン⼤量合成法確⽴と
導出、販売

* 生物種拡⼤

社会にもたらす変革
* スクリーニングの短時間化による

新薬候補の増⼤、難病の克服
* 農薬開発貢献を通した⾷糧増産

事業プラン名︓事業プラン名︓ AA Protein Synthesis System 3.0Protein Synthesis System 3.0
代表者︓ 福田雄一（名古屋⼤学 知財・移転グループ）
協⼒メンバー︓ 多田安臣（名古屋⼤学 遺伝子実験施設 教授）
協⼒メンバー︓ 野元美佳（名古屋⼤学 多田研究室所属）
連絡先︓ e-mail: yfukuda@aip.nagoya-u.ac.jp

シーズ技術の概要 事業化構想

今後の技術進化と開発計画

１期︓SUIから3,500万円
▷ タンパク質合成キット販売開始

２期〜３期︓VCから３億円
▷ 難合成実績積上げ（人員増強）

タンパク質ライブラリ販売開始
▷ 合成効率向上（設備導⼊）

自動超高速ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ開始

新規性︓
無細胞タンパク質合成系における
* 特殊翻訳促進剤の開発
* 最適化された⼩⻨胚芽抽出液

革新性︓
既存タンパク質合成系に対し
* 難合成・合成不可能だった多種
類のタンパク質が確実に合成可能

* 難合成・合成不可能だった多種類
のタンパク質が簡便・容易・
低コス トで合成可能となった
▷ 2週間の工程が1日に

* 合成タンパク質の修飾性が格
段に高まった
▷ アッセイの⾃由度が2倍に

顧客ペイン: 
スクリーニングでの標的タンパク
質の合成で時間、コストが甚⼤

攻略市場︓
遺伝子・タンパク質研究開発現場、
農医創薬スクリーニング現場

具体的商品と事業︓
創業期
* タンパク質合成キットの外販
* 認定ラボへのキット無償供与
▷ 知財権利の共有

成⻑期
* 難合成タンパク質ライブラリの

オークションとライセンス収⼊
▷ 価格交渉⼒維持

事業のスケーラビリティ

本系で合成した難合成タンパク質の例 本系の51ヵ所の共同研究先

本系

アッセイ・スクリーニングに
ご活用頂く

優先提供期間
・マイルストーンロイヤリティ

準備

販売ライブラリの入札

一般販売

・ キナーゼライブラリ
・ 各種受容体ライブラリ
…

顧客要望・価値の
高いタンパク質ライ
ブラリのみ販売

創業期︓キット外販 成⻑期︓タンパク質ライブラリのオークションと外販

一般

* 認定ラボ

本系
有償

＊ 無償
＊ 出願費用提供
▶ 権利共有

転写因子と光受容体キナーゼ

事業概要
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サイマックス株式会社コグニティ株式会社
ファイナリスト 資料 NEDO Technology Commercialization Program

コグニティは
ここに注⼒

コグニティ株式会社
www.cognitee.com
info@cognitee.com

設⽴ 2013年3月28日

資本⾦ 3,070万円

役員 代表取締役 河野 理愛、取締役 木村 徹也

従業員 14名（パート・バイト含む）

所在地

〒140-0005
東京都品川区広町1丁目5­28­302
TEL: 03-4212-8445

担当弁護
士 GVA弁護士事務所

担当会計
士 山守公認会計士事務所

知的財産 芦田・木村国際特許事務所

共同研究
先

電気通信大学 情報システム学研究科 田中研究室
日本大学 理⼯学部応⽤情報⼯学科 松野研究所

 平成24年度第3回海外需要獲得型起業・創業補助
⾦（経済産業省）採択事業

 2015年3月 電気通信大学との共同研究が IPA情
報処理推進機構の研究⽀援事業に採択

 2015年4月 アクセラレータプログラム Women 
Startup Lab 5B（Menlo Park CA）卒業事業

PURPOSE INPUT RESULT DECISION

search engine's culture 

現在の情報の
利⽤しかた

今後の
トレンド

作業ステップ
の削減

予測・オート
コンプリート

他人と同じ答
えは必要とし

ない
エンゲージリ
ストへの信頼

既にネットは、"検索なし"の世界にシフトし始めている

こ れ か ら

状況は自動で解釈
（様々なデバイスから情報利⽤）

判断しやすく 納得して利⽤
（ブラウザ経由である必要が無い）

0 %  

5 %  

1 0 %  

1 5 %  

2 0 %  

2 5 %  

3 0 %  

提起 事実 理由 掘り 下げ 展開 例示 疑問 対比 警告 

TED 

TED以外スピーチ 

p -va lue =  0 .0 3  

納得感が 
高いパタ ーン 

納得感が 
低いパタ ーン 

コグニティは
思考パターンのDBと
エンジンを持っていま

す

情報との付き合い方＝"ググる"→"納得"提示へ

2 ,5 1 0  3 ,4 6 4  
4 ,7 8 1  

6 ,5 9 8  
9 ,1 0 5  

1 2 ,5 5 0  

0  

5 ,0 0 0  

1 0 ,0 0 0  

1 5 ,0 0 0  

FY2 0 1 4  FY2 0 1 5  FY2 0 1 6  FY2 0 1 7  FY2 0 1 8  FY2 0 1 9  

コグニティブコンピューティング市場
by MarketsandMarkets Analysis(2015) 

必
要
開
発
・
仕
込
み

NOW思考・議論を
「非論理性」を含めて
記述できる・測れる

センスあるデータが
集まる・比較できる 誰もが使える１ ２ ３

非構造化データ変換ルール
「CogStructure」の開発

Toulmin（1958）の研究を元に、300件
を超える日米言語の実験から生成

PCT経由で国際特許出願済（2013.8）
知能ソフトウェア⼯学研究会・人⼯知能

学会国際シンポジウムArgument for 
Agreement and Assuranceにて発表
（査読付き国際学会）

ナレッジパターン
マーケットプレイスの開設

3 本のレポート  

も し く は 

ーーーーーー 
ーーーーーー 
ーーーーーー 
ーーーーーー 
ーーーーーー 

1 0 の質問への回答 

どんな思考データでも
解析・アルゴリズム作成が可能

ナレッジエンジンの
提供

Oct.2014 July.2015

エンジンを利⽤
したB2Cアプリ
をローンチ済（9
割が海外ユー
ザー）

ニーズ ビジネス
モデル 対象

広告以上に
訴求したい・

「即断即決」と
「継続利⽤」を

両⽴したい

エンジン提供
・アプリケー

ションの
SDK提供

コグニティが提供する
Platform・エンジン

精度は良いのに
出すべき情報

がない
（コンテンツプ
ロバイダ開拓ま
でできない）

エンジンの
ライセンス提供

（例︓Nuanceの
Dragon 

Detect/Siri）

他人の視点で
⾒てみたい

・自分のズレを
確認したい

自己診断型のプ
レミアム会員

サービス
（例︓占いや診断）

汎⽤性を高めるためには、
データ蓄積・処理に投資が必要な領域

多
言
語
展
開
に
辞
書
デ
ー
タ

・
Ｄ
Ｂ
再
構
築
が
必
要

コグニティ

Palantir

Saffron

Cognitive
Scale

ColdLight

UBiC
Google

CAGR 38.0%

2019年WW
1.5兆円市場

(Mil. Yen) 2016 2017 2018 2019 2020
Product/Develop

ment
 B2B System

(Package/Subscri
ption)

 Tailor-made 
software

 Marketplace

 B2B Backend
(License)

 Open API  Platform
/SDK(B2B2C)

Sales 36 110 400 1,200 5,400

Cost 37 80 160 1,500 4,200

Market Value 200mil-Yen 1bil-Yen

【投資課題】
デバイス・センサー情報・コンテンツと、
Cogniteeのパターンとのインテグレーション時の
バリデーションコストが重い
(普及にSDKを⽤意するにしても、初期に抑えるパ
ターンが多く、資⾦がかかる．資⾦があるとしたら、
ここを前倒しできる)

技術ポジショニング

【Advantage】
思考経緯が介入するものなら
どんな非構造データでも解析可能

マーケット

必要資⾦・売上想定

Fund raising
20milion Yen

Fund raising
330milion Yen

次年度以降の競争⼒
強化のため人材必要

PF化・B2C強化のため、
開発費・人員必要

前倒しによる
開発加速

2017ー18の
Platform状況

で判断

＄＄

＄＄

＄＄

IBM

サイマックス株式会社

事業概要：いつも通り生活するだけで病気の予兆が分かるサービス

VISION 誰もが健康不安なく、夢や想いの実現に邁進できる社会へ

肉を食べすぎかも
野菜を食べよう

発作リスクUP
今週はお酒を抑えよう

２、全自動測定 ３、健康アドバイス１、簡単設置

サイマックス株式会社

既存：医療機関向け 弊社：一般消費者向け

低価格（数千～数万円）*予定

独自技術で小型化
全自動測定で誰でも簡単に使える
独自の解析アルゴリズムで測定値補正

高価（数百万～数千万円）
大型の装置
臨床検査技師が操作して測定
マニュアルに従った丁寧な操作が必要

最
適
化

誰でも簡単に使えるトイレ取付型のデバイスへ

対象疾患（一部）

糖尿病

早期糖尿病

高血圧・心疾患

痛風

排泄障害

腎機能低下

感染症（膀胱炎等）

感情障害

腎結石・尿管結石

泌尿器腫瘍

不妊治療
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ChiCaRoサスメド合同会社
ファイナリスト 資料 NEDO Technology Commercialization Program

事業プラン名：臨床データに基づく睡眠改善
ソフトウェアアプリケーションの事業化

上野太郎 (サスメド合同会社 代表 医師)
連絡先：taro.ueno@susmed.co.jp

睡眠障害による日本の経済損失：年間3.5兆円

自殺/うつによる日本の経済損失：年間2.7兆円

治療中の労働者
76万人

不眠症患者 日本人の5人に1人

認知行動療法
米国NIHの指針では第一選択

日本は臨床心理士が非国家資格
睡眠薬

保険適応外

遷延・依存 うつ病 休職 ４万人
企業補償額 
年1700億円

米国処方量の6倍

解決すべき課題

ミッション
マンパワーに依存しない不眠症に対する認知行動療法の実現

不眠症、うつ病による経済損失の解消

シーズ技術の概要 開発体制

重要なプレゼン、
よろしく

期待されてる！認 
知 
療 
法 できるかな…

やる気
ワクワク

心配
憂鬱

快の増加

不快の増加

行
動 
療 
法

行動の実施

行動の増加

行動の減少

不眠症に対する認知行動療法は、睡眠薬以上の効果で副作用なし
現状は臨床心理士が在籍する一部医療機関のみで対面で実施している

モバイルアプリ化により、マンパワーとアクセスの問題を解決

サスメド

IT企業

晴和病院ほか

健保組合

医療機関 PMDA

一般ユーザー

臨床試験
保険収載申請

アプリ
開発

開発

顧客獲得

B2BB2C

・睡眠医療を専門とする医師である上野・成瀬が主導してアプリ開発

・健保組合向けサービスを既に提供しているIT企業と組むことで販路確保

・IT企業と提携し、エンジニア・デザイナーとチームを構成して開発
・睡眠学会の認定医療機関と提携し、臨床試験実施（倫理審査済）

ソリューション

・医療機関へのアクセス ・診察待ち時間 ・睡眠薬処方
・依存、長期化

・アクセスフリー ・副作用なし ・有効性実証済

開発計画

プロトタイプ作成
倫理審査申請

不眠症患者への臨床試験

臨床試験の論文化

一般リリース

発売後調査

大規模調査 
の論文化

医療用ソフトウェア申請と保険収載

・プロトタイプ作成と倫理審査は済
・2015年内に臨床試験開始

市場規模と競合

マイスリー（アステラス社）
年間300億円
医療用医薬品

ドリエル（エスエス製薬社）
年間50億円

OTC薬

ねむりラボ（オムロン社）
睡眠記録と情報提供

Sleep Styles（帝人社）
睡眠記録と情報提供

・認知行動療法の臨床試験で治療まで実施
・B2B2Eによりピアプレッシャーを活用

本事業の強み

・日常業務に影響

・日常業務と両立

医療と医学の専門性を生かし、国際的なエビデンスを構築
実績
・睡眠医療に7年間従事
・睡眠学会若手の会世話人

・臨床試験を主導
・Nature姉妹誌など論文多数

・医師、医学博士

事業プラン名：事業プラン名： 遠距離保育支援ロボット「遠距離保育支援ロボット「ChiCaRoChiCaRo」」
代表者：阿部代表者：阿部 香澄香澄 （所属（所属 電気通信大学電気通信大学ChiCaRoChiCaRoチーム）チーム）

メンバー：池田メンバー：池田 成満成満
連絡先：連絡先：k_abe@apple.ee.uec.ac.jpk_abe@apple.ee.uec.ac.jp

シーズ技術の概要（新規性）

（Technology）
事業化構想（解決したい問題、ビジ

ネスモデル）

（Business）

社会へのインパクト（社会にもたらす
変革）

（Social Impact）

今後の開発計画

（Technology Roadmap）

共働き ＞専業主婦
ひとりっ子＞二人兄弟

未就学児をもつ核家族366万世帯

子育て楽な社会 STOP少子化

家では一人で
育児も家事も！

仕事との
両立大変すぎ！

2000年頃

逆転

遠くから保育ができるロボットで

家庭内で気軽な短時間保育を提供

核家族の育児ストレスを軽減

操作者の腕に依らず
子どもの興味をひける

電気通信大学⻑井研究室
⇒＜子どもと遊ぶロボットの研究＞

知⾒に基づき

・身体性（手、存在感）
・目線の高さ

・遊び支援機能

遠距離保育⽀援ロボット

プロトタイプ製作
2015

助
成
金(

採
択)

3月

2016

8月

助
成
金
・
資
金

1月

3月
2017

ユーザテスト

機能設計

量産設計

販売開始

※試作品

子育てが楽な社会へ遠くから 短時間 気軽に
子どもを見てもらう

一人で育児に家事に…
「誰か助けて！」

ひとりっ子でも
手一杯

ストレス積み重ね
・閉塞感

6歳未満の子どもがいる世帯数（千世帯）

核家族

共働き

※国勢調査・国民生活基礎調査より改編

遠距離保育で

STOP少子化

ソリューション ［遠距離保育］

核家族以外

遠くの孫と
遊べる♪

ひとりっ子に対する
二人兄弟割合

対象市場

366万

標的市場

125万
3歳までの

子がいる
共働き
核家族
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Brand PitHero Egg
ファイナリスト 資料 NEDO Technology Commercialization Program

事業プラン名： 次世代パーソナルモビリティーHero Legの販売
代表者：鈴木 智也（所属：崇城大学 ）
協力メンバー：後藤 みどり/安部 光法

佐渡山 裕介

連絡先：midorigoto12@gmail.com

Technology Business

HeroLegは両足に装着し、重心移動により、ジャイロセンサーが働き、
モーターの回転数が上昇し加速します。

また、ホイルインモーターを採用することにより、パワフルでスマート
な走りを実現しました。

機体の安定性に関しては、内部にジャイロスコープを搭載することに
よって倒れにくく、大幅にバランスが良くなっています。

両手が自由に使えるため、様々な動作に応用することができます。

電力を活用して動作し、燃料を一切使わないので、環境負荷が低く、
地球にやさしい。

スポーツ展開

コンテンツ展開

http://www.sojo-v.com/

私たちはHeroLegを使ったエクストリームスポーツを提案します。
エクストリームスポーツは過激さが魅力のスポーツの総称で、ファッ
ション、音楽といった若者文化にも大きな影響力を持っています。

Hero Legの機能を活かし、
レースやパフォーマンスを提案をします。
イベントや試乗会を通して多くの人に
Hero Leg体験を届けたい。

HeroLegのスポーツ展開と並行して、
放送局・映画会社・広告代理店・商社・出版社・新聞社・レコード会社・
玩具メーカー・インターネット関連会社などに出資を呼びかけ、
小説、漫画、アニメ、ゲーム、音楽CD、テレビドラマ、映画などのコンテ
ンツビジネス、ファッション、フィギュア、プラモデルなどの
ライセンスビジネスを展開します。

開
発

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

熊本のハイテク企業との
共同開発

サイバーエイジェントクラウドファンディング
「Makuake」掲載の際に試乗会を案内。

2015 2016 2017 2018

●12月完成予定

12月掲載開始（1ヶ月間）

5月～

10月～ 8月～

漫画, アニメ, ゲームアプリ

事
業
展
開
・資
金
調
達

プロトタイプ2

プロトタイプ改良

製品開発製品改良

「Makuake」
掲載

3月～

販売

資金調達 スポーツ展開 コンテンツ展開

プロトタイプの機能に
耐久性を追加し、よりスポーツ向き

3月,4月

試乗会で得たデータを元に
製品の改良を行う。

2月開催予定

試乗会 販売準備

スポーツ起案

6月～

資金調達

12月～

「Makuake」による
資金調達

事業プラン名： 次世代パーソナルモビリティーHero Legの販売
代表者：鈴木 智也（所属：崇城大学 ）
協力メンバー：後藤 みどり/安部 光法

佐渡山 裕介

連絡先：midorigoto12@gmail.com

Technology Business

HeroLegは両足に装着し、重心移動により、ジャイロセンサーが働き、
モーターの回転数が上昇し加速します。

また、ホイルインモーターを採用することにより、パワフルでスマート
な走りを実現しました。

機体の安定性に関しては、内部にジャイロスコープを搭載することに
よって倒れにくく、大幅にバランスが良くなっています。

両手が自由に使えるため、様々な動作に応用することができます。

電力を活用して動作し、燃料を一切使わないので、環境負荷が低く、
地球にやさしい。

スポーツ展開

コンテンツ展開

http://www.sojo-v.com/

私たちはHeroLegを使ったエクストリームスポーツを提案します。
エクストリームスポーツは過激さが魅力のスポーツの総称で、ファッ
ション、音楽といった若者文化にも大きな影響力を持っています。

Hero Legの機能を活かし、
レースやパフォーマンスを提案をします。
イベントや試乗会を通して多くの人に
Hero Leg体験を届けたい。

HeroLegのスポーツ展開と並行して、
放送局・映画会社・広告代理店・商社・出版社・新聞社・レコード会社・
玩具メーカー・インターネット関連会社などに出資を呼びかけ、
小説、漫画、アニメ、ゲーム、音楽CD、テレビドラマ、映画などのコンテ
ンツビジネス、ファッション、フィギュア、プラモデルなどの
ライセンスビジネスを展開します。

開
発

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

熊本のハイテク企業との
共同開発

サイバーエイジェントクラウドファンディング
「Makuake」掲載の際に試乗会を案内。

2015 2016 2017 2018

●12月完成予定

12月掲載開始（1ヶ月間）

5月～

10月～ 8月～

漫画, アニメ, ゲームアプリ

事
業
展
開
・資
金
調
達

プロトタイプ2

プロトタイプ改良

製品開発製品改良

「Makuake」
掲載

3月～

販売

資金調達 スポーツ展開 コンテンツ展開

プロトタイプの機能に
耐久性を追加し、よりスポーツ向き

3月,4月

試乗会で得たデータを元に
製品の改良を行う。

2月開催予定

試乗会 販売準備

スポーツ起案

6月～

資金調達

12月～

「Makuake」による
資金調達

BRAND PIT
Research ing Soc ia l  Med ia with 

Image Recogn i t ion

Mayuko YAMAURA

mya@brand-pit.com

BRAND PIT
Research ing Soc ia l  Med ia with 

Image Recogn i t ion

Mayuko YAMAURA

mya@brand-pit.com
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メロディ・インターナショナル株式会社Venom Technologies
ファイナリスト 資料 NEDO Technology Commercialization Program

従来不可能であったハイスループットな

イオンチャネル創薬を可能にする技術

PERISS法

② ペプチドディスプレイ・スクリーニング技術

特許第4742345号
特許第5019442号
特許第5717143号

特許第5787298号 ノウハウ

天然の分子設計を利用

迅速なスクリーニング

① ICKペプチドライブラリー作製技術

③ 大腸菌によるパッチ・クランプ法

TechnologyTechnology
シーズ技術の概要

BusinessBusiness
事業化構想

Venom TechnologiesVenom Technologies
代表者：木村 忠史（産業技術総合研究所）
連絡先：029-861-6667
E-mail：tadashi.kimura@aist.go.jp

Venom 
Technologies社

製薬企業

探索を委託または共同研究

ヒットペプチドを提供

得られる対価：契約一時金、研究支援金、マイルスト
ン収入（ヒットペプチド提供時、開発決定時、臨床試
験開始時等）、ロイヤルティ収入

～毒を薬に、タランチュラ毒とペプチドディスプレイとイオンチャネルの三位一体の創薬展開～～毒を薬に、タランチュラ毒とペプチドディスプレイとイオンチャネルの三位一体の創薬展開～

毒蜘蛛ペプチドによるイオンチャネル創薬

多種多様な病態・疾患に関わるイオン
チャネル創薬を推進します。

潜在的な１兆円規模の市場を顕在化
し、人類の健康に貢献します。

毒を薬に毒を薬に
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合同会社WiFiシェアLacteoLABO
ファイナリスト 資料 NEDO Technology Commercialization Program

事業プラン名：事業プラン名： 汗中バイタルセンサーを活用したトレーニング汗中バイタルセンサーを活用したトレーニング
サポートサービスの提供サポートサービスの提供
代表者：代表者： 濱田濱田 謙一謙一 （所属（所属 LacteoLABOLacteoLABO））
協力メンバー：協力メンバー： 藤岡藤岡 昌泰、宇野昌泰、宇野 高明、伊藤高明、伊藤 彰基彰基
連絡先：連絡先： kenken--ichi_hamada@jsr.co.jpichi_hamada@jsr.co.jp

Technology

Business

Social Impact

“素材を活かしたセンサー”と”アルゴリズム解析”のコア技術

攻略市場:競技ランナー, 事業:センサー販売/データサービス

汗から得られるバイタル情報から、運動
の質を⾒える化するサービスを提供

① トレーニングプランを作成する
② 個人の運動キャパシティを拡げる
③ 故障のしやすさをお知らせする

アンケート調査(対象︓101名)
Q1. 新しいウェラブルデバイスへの興味 ⇒ 有り 86%
Q2. 出費可能⾦額（年間）
⇒¥5,000~10,000 53%, ¥10,000~30,000 26%
Q3. 新しいデバイスで測定してみたいこと
⇒ 汗中バイタルセンサーの提供価値 72%

Technology Roadmap

事業展開性 素材・プロセス・アルゴリズム解析のコア技術を生かし、他デバイスとの連携（共創）を目指す

ソリューション Sweatバイタルモニタリングをプラットフォーム化し、トレーニングを通した新ライフスタイルを創造

将来的に大きい市場への
アプローチを視野

Sweat Lactate Sensor
SLS
Sweat Lactate SensorSweat Lactate Sensor
SLSSLS LacnoteLacnoteLacnote
センサーをつけてトレーニング 汗成分のデータ解析

生体情報アルゴリズム

個人へフィードバック

トレーニング中に・・・
定点観測として・・・

・週1筋トレを⾏い、有酸素運動性を上げましょう・・・
・水分、特にイオン成分を多めに取って下さい・・・
・○歳平均に⽐べて、運動強度が⾼くなってきました

クラウド管理

複数人データ解析
志向/⾏動/正確性

データサービス
ウェアラブルデバイス
スポーツウェア
飲料・⾷品・保険

※今後のチャレンジ

汗中乳酸センサー
×仕事量

汗中乳酸センサー
×生体電位

汗中乳酸センサー
×酸素消費量

コラボレーション(共創例)

事業プラン名：　通信をシェアしてインターネットを無料に　 
（ソフトウェア版のFON、通信回線版のUber） 
代表者：荻田　剛大（所属　合同会社WiFiシェア　） 
連絡先：info@wifishare.jp

シーズ技術の概要

Wi-Fiパッケージを動的に作成し 
ユーザの生活をWi-Fiで覆う 

1.シェアされている回線にアクセス
時にVPN通信をデフォルトで実施
する技術 

2.利用した＆利用された通信量を
集計し課金額＆ペイバック金額を
計算する技術 

3.ユーザ情報（閲覧情報＆閲覧位
置情報）を解析し、マッチしたオ
ファーを配信する技術 

4.ユーザの行動履歴から必要なWi-Fi
を計算し、パッケージ化する技術

事業化構想 

回線を専有する時代の終わり 

■解決したい課題 
高い料金＆利用制限がある通信環
境、贅沢で使い切れない光回線 

■ソリューション 
通信を専有するのではなく、シェ
アして共同で利用する 

■ビジネスモデル 
周りのユーザとシェアして通信料
金を割り勘、広告主とシェアして
広告収益を獲得 

■マーケット 
150兆円（世界のモバイル通信市
場＆広告市場）

社会へのインパクト

使える回線がどこにでもあり 
通信量/料を気にしない世界を創る 

回線をシェアし、広告付きで無料でイ
ンターネットを利用することが、通信
インフラのデファクトスタンダードに
することで、世界中のどこでも高速回
線が無料で使い放題な世界を創る

今後の技術進化と開発計画 

サービスはMVPとしてリリース済み 
シェアWiFiの拡大フェーズ 

自治体、商店街、店舗、施設、デベ
ロッパーと連携し、各者がメリット
を享受しつつ、インターネットが無

料な街を創る

パートナー募集中

無料でネット使い放題な街（住宅＆街中すべて）を 
一緒に創るパートナーを募集中

住宅街 
複数家庭で1回線をシェア、広告配信で無料化

お店/施設 
Wi-Fiをマーケティングツール化し無料で提供

弊社への会員登録で 
街中のWi-Fiを自動的に利用可能に



28 29

株式会社アップパフォーマ株式会社飛鳥電機製作所
書類審査通過者 資料 NEDO Technology Commercialization Program

事業プラン名：糖尿病を未然に防ぐ、簡易で精度の高い足裏検査事業プラン名：糖尿病を未然に防ぐ、簡易で精度の高い足裏検査
システムシステム （日本医療研究開発機構の平成２７年度医工連携事業化推進事業の採択を受ける（日本医療研究開発機構の平成２７年度医工連携事業化推進事業の採択を受ける ））

代表者：吉村代表者：吉村 眞一眞一 （株）飛鳥電機製作所（株）飛鳥電機製作所 代表取締役代表取締役
協力メンバー：大阪市立大学大学院協力メンバー：大阪市立大学大学院 医学研究科医学研究科 絵本絵本 正憲正憲
協力メンバー：昭和大学協力メンバー：昭和大学 保健医療学部保健医療学部 佐藤佐藤 満満
連絡先：連絡先： 0606--63536353--19061906

・糖尿病の有病者は国内950万人超、
予備軍2,050万人と、「国民病」とも

なっているが、自覚症状が出ないため
予防が難しい。
・また既存技術では針を刺すため、痛
みや感染症の危険から、あまり普及が
進んでいない。

【技術概要】
・糖尿病の合併症のうち、いち早く出現
する足の神経障害に着目し、痛くない
（非侵襲型）検査装置を、独自技術（ズ
レ刺激）を用いて実現する。

【特長（革新性）】
・初期症状のない健常者から重症者
まで、幅広く段階を追って測定。

・検査時間が短い。
・非侵襲で安全性が高い。
・使用に専門性が不要。
・消耗品が不必要で対費用効果大。

【攻略市場】

※海外市場は国内の60倍（推定）

【事業としての新規性】
今まで無かった糖尿病の予防・

日常からの健康管理を通じ、人々
の健康増進に貢献

・国内糖尿病医療費総額：1.3兆円
（有病者1人あたり：約13万円／年）

・本人が働けないための経済損失
・家族の負担
・社会の負担（福祉支出など）

↓
糖尿病予防・健康増進による

社会・経済への効果は計り知れない

【参考】
世界の糖尿病人口（2035年）6億人

（１）簡易型機器の開発
より安価なモデルを現在開発中（国

委託費）で、2016年上半期までに完

了予定。これにより、特に健康保険対
象外の利用での普及を図る。

（２）アプリ開発
診断結果を見える化し、推移を管理

できるアプリを、投資資金により開発
予定。（2016年上半期）

クラウドサービスとの連携も想定。

シーズ技術の概要（新規性・革新性）

（Technology）
事業化構想（解決したい問題、攻略
市場、具体的商品・サービズ、ビジ
ネスモデル、事業としての新規性）

（Business）

社会へのインパクト（事業のスケーラ
ビリティー、社会にもたらす変革）

（Social Impact）

今後の技術進化と開発計画
（助成金、リスクマネーの導入）

（Technology Roadmap）

①医療機関での利用
医療行為として、医師らによる

健康保険を適用した検査利用

②施設での健康チェック
高齢者施設やフィットネスクラ

ブ等での利用

③個人レベルでの利用
家庭での生活習慣病の予防診

断および健康管理

１、クラウドコンピューティングシステム
を構築し種々のサービスを提供。

２、生活習慣病の予防に貢献。
３、サービス提供により収益を確保。

サービス提供による収益モデル装置販売による収益モデル

個人用健康管理機器

足底感覚検査装置の試作機（製品版）

接触子（検査刺激提示部）

小型
モータ

精密ボールねじ
ミニチュア
リニアガイド

測定部位の例

母趾球

小趾球

踵

前後

□10 ㎜

接触子

3

事業プラン名：事業プラン名： アマチュアサッカー向けトラッキングシステムアマチュアサッカー向けトラッキングシステム
代表者：山田代表者：山田 修平修平 （所属（所属 株式会社アップパフォーマ株式会社アップパフォーマ ））
協力メンバー：協力メンバー： 西田西田 琢也琢也
協力メンバー：協力メンバー： 春日春日 崇喜崇喜
連絡先：連絡先： info@upperforma.cominfo@upperforma.com

シーズ技術の概要（新規性・革新性）

（Technology）

選手の動きをデータ化するために、設備なし

でセンシングするため、GPSと加速度など

の複合データからの位置推定を行っていま

す。

加えて、アマチュア向け製品のため、コスト

面での制限もあり、廉価かつ継続して確保

しやすい部材を使うなど、ハードウェア設計

時から工夫しています。

事業化構想（解決したい問題、攻略

市場、具体的商品・サービズ、ビジ

ネスモデル、事業としての新規性）

（Business）

アマチュアサッカー（ジュニアからユース）

向けに、パフォーマンス向上に不可欠な直

感的かつ客観的な、すでにプロでも利用さ

れている、トラッキングデータを得る新しい

手段を提供し、短期間で効果的な上達を

実現します。

欧州、米国、日本、中東など、世界で端末

の販売を行います。

データ分析やパフォーマンス予測などの

サービスで課金します。

社会へのインパクト（事業のスケーラ

ビリティー、社会にもたらす変革）

（Social Impact）

サッカーに留まらず、他スポーツでも子ども

時代から客観的なデータを活用できれば、

金銭や指導者などの環境要因に大きく左右

されず、本来持っている特質を伸ばし、いま

まで埋もれていた才能や将来を拓くことが可

能だと考えています。

今後の技術進化と開発計画

（助成金、リスクマネーの導入）

（Technology Roadmap）

選手とチームの可視化と統計的な分析か

らスタート。次に、パフォーマンスの状態評

価と予測。さらに、選手が入れ替わったり、

食生活や天候などの多数の要素を元にし

た精度の高い推測。最後に、指標の再構

築や処理の自動化。これらベースにパ

フォーマンス向上の提案を行います。

データサイエンスやスポーツ科学の研究

機関との提携を考えています。

Eagle Eyeはアマチュアサッカー向けト

ラッキングシステムです。

動きを
記録

データ
分析

スマホで
閲覧

パフォーマンス評価
パフォーマンス予測

Lv.2

コーチングアシストAI
トレーニング・アレンジ

Lv.3

データ化
動画ヒストリー管理

Lv.1

コーチ
指導力

オンライン
コーチング

コーチ
指導力

オンライン
コーチング
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株式会社ｅＮＦＣ株式会社アドアテック
書類審査通過者 資料 NEDO Technology Commercialization Program

事業プラン名：染色体検査用教育ソフト事業
～支援サービスへの展開も目指して～

代表者：吉澤達也（株式会社アドアテック）
連絡先： yoshi.adoretech@me.com

ビジネス概要
人が行わなければならない染色体検査において検査員を増や
す，もしくは再生医療研究者が染色体解析を自分でできるよ
うになる染色体解析教育ソフトの提供

染色体検査

①染色体検査員の不足のため
検査結果が出るのに時間がかかる．

解決したい問題

②再生医療研究従事者が自分で染色体検査をおこな
いたいが，技術を自立的に習得する手段がない．

ソリューション

CRASTAのメリット 短期間に自立的に習得できる
• 熟練染色体検査技師の指導が不要
• PC用ソフトでいつでも，どこでも学習できる

染色体解析教育ソフト（CRASTA)
の提供

社会へのインパクト：50倍のバックストック染色体検査を解消
検査市場ー2012年日本国内の検査状況で算定
（出生前・羊水検査，先天異常・生殖障害，白血病・リンパ腫・固形腫瘍・培養細胞）
検査コスト ：54億円
検査実数 ：225,000件
必要検査員数：225人（1人4件/1日ｘ250日＝1,000件）

原発事故による必要検査員数
必要検査数：1000万件（潜在的受診者数 約500万人x 2回/年）
必要検査員数：10,000人（1000万件／１人1,000件）

染色体の上下方向，回転，
形，縞模様をチェック

染色体検査用教育ソフト（CRASTA）

練習の様子

異常核型 正常核型

染色体解析は
•DNA解析の際にも染色体解析は必須
•染色体解析は完全自動化できない

株式会社ｅＮＦＣ
代表取締役
取締役

ウェアラブル機器に最適な通信技術を提供

「NFC World」 2014年2月12日号より転載

「NFC World」 2015年2月6日号より転載

NFC搭載スマートフォンの出荷台数は
2018年には全体の64%（12億台）に

2014年のSmart Payment Cardの
全世界の出荷枚数は15億枚

和城 賢典 （Takanori Washiro）
竹村 宏史 （Hiroshi Takemura） シェア1%でも1200万台

しかも年34％の成⻑率

認証リング／リストバンド 1000円×
1500万個（シェア1% ）でも150億円に

eNFC以前

eNFC以後 世界初の実験に成功︕

ターゲット市場

開発状況テクノロジー

医療

セキュリティ スマートペイメント

個人化（おもてなし）

Nikkei Electronics 2008.6.30

http://www.olympus.co.jp/jp/news/
2008b/nr080910capsulej.jsp

http://www.smartmatrixuae.com/wp-
content/uploads/2015/02/IK_01.jpg

Nikkei Electronics 2008.6.30

http://enfc.jp
世界をもっと便利に、人類をもっとスマートに

eNFCが拓く未来 提供する価値

・ユーザビリティの拡張
・人の体を通じた電⼒伝送

社会へのインパクト

・やりたいときにやりたいことができる
自由な社会

・身につけたまま、使いながら充電
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株式会社エコスイーセップ株式会社
書類審査通過者 資料 NEDO Technology Commercialization Program

事業名：モバイル水素プラントの開発・事業化事業名：モバイル水素プラントの開発・事業化
代表者：澤村代表者：澤村 健一健一 （イーセップ（イーセップ, , eSepeSep））
協力者：日野上協力者：日野上 貴康貴康
連絡先：連絡先：sawamura@esepsawamura@esep--membrane.commembrane.com

シーズ技術の概要（新規性・革新性）

（Technology）
事業化構想（解決したい問題、攻略
市場、具体的商品・サービズ、ビジ
ネスモデル、事業としての新規性）

（Business）

社会へのインパクト（事業のスケーラ
ビリティー、社会にもたらす変革）

（Social Impact）

今後の技術進化と開発計画
（助成金、リスクマネーの導入）

（Technology Roadmap）

ナノ空間（nm: ナノメートルは10億分の1
メートル）を精密制御したセラミック分離膜
は、従来の分離膜にはない分子レベルの
分離が可能であり、化学産業用途に利用
可能な高い耐久性もあわせもちます。

弊社は1 nm以下の細孔を超精密制御し

たセラミック分離膜技術を活用し、反応と
分離場を一体化したメンブレンリアクター
方式により、高効率で車両搭載可能なモ
バイル水素プラントの開発・実用化を目指
しています。

CO2を大気中に放出しない水素の高度
利活用社会の実現には、水素利用にお
ける安全性と経済性の向上が必須です。
既存のインフラが活用できる有機ハイド
ライドなどの液体系水素化合物をオンサ
イト、オンボードで水素抽出・利用できれ
ば、高圧で水素を貯蔵しておく必要がな
いため安全性が向上し、更に水素輸送
に要するコストを大幅削減することが可
能になります。我々は反応と分離を一体
化し、オンボードでの搭載も可能なシス
テムの小型化を試みます。

日経BP社によると、水素インフラ市場は
2020年に10兆円を超え、2030年に約37兆
円、2050年には約160兆円と予測されてい

ます。本事業で提案するシステムが具現化
すれば水素利用コストを半減できるため、
水素インフラ市場の主流へと発展すること
が期待できます。特に本事業で開発する製
品については専用機器を製造できるトップ
メーカーとして、その市場の80％以上の占

有率を目指します。

本年度は本事業で提案するシステムの
試作機を構築し、その有用性を検証します。
本提案の有用性が確認されれば助成金

およびVC等からのリスクマネーを導入し、
本事業を拡大・加速致します。

本事業で想定する水素利用の全体図

再生可能エネルギー 
（風力、水力、太陽光、バイオマス 

榎本ら、文献【h p://www.pecj.or.jp/japanese/report/2006report/06sin04.pdf#search=‘オンボード水素膜反応器’】をもとに改変 
＊原書図中の水素源を再生可能エネルギーに変更、FCVを水素エンジン複合自動車に変更. 

既往のインフラ 
　を活用 

水素エンジン複合 
自動車 

メチルシクロヘキサン 
（MCH） 

トルエン 
（TOL） 

H2 H2 

水素化 

オンボードでの 
脱水素・利用 

1946 20081959

真空管

LSI
トランジスタ IC

1965 2015

＜コンピューター産業の小型化の歴史＞

＜将来のエネルギー・化学産業（小型化を志向）＞

小型化

事業プラン名：事業プラン名： 糸で糸でHIRAKUHIRAKU新しいパッケージの創造新しいパッケージの創造

代表者：多和田代表者：多和田 博（所属博（所属 株式会社エコス株式会社エコス ））
協力メンバー：倉地協力メンバー：倉地 辰盛辰盛
協力メンバー：協力メンバー：
連絡先：連絡先： 090090--39533953--61016101 もしくはもしくはhiroshi@tawada.co.jphiroshi@tawada.co.jp

シーズ技術の概要（新規性・革新性）

（Technology）
事業化構想（解決したい問題、攻略
市場、具体的商品・サービズ、ビジ
ネスモデル、事業としての新規性）

（Business）

社会へのインパクト（事業のスケーラ
ビリティー、社会にもたらす変革）

（Social Impact）

今後の技術進化と開発計画
（助成金、リスクマネーの導入）

（Technology Roadmap）

15ミリの厚みの強化段

ボールを単環縫いという
手法で接合し、従来の金
属製の止金からのスイッ
チングを可能にし、錆びや
傷、またCO2削減を可能

にする。

単環縫いのメリットの易分
解性を活かして、段ボー
ルの到着地域でのリユー
スを可能にし、コストダウ
ンとCO2削減を可能にす

る。 また、生産現場での
省力化と安全性を提供し
ます。

強化段ボールのキャッ
プ部の縫合機を開発を、
プロト機を元に進める。
強化段ボール会社の工
場やケースのユーザー
の工場への導入を目指
して、リユースネット
ワークを構築して、世界
中にエコ・ステッチャー
を普及させる。販売とレ
ンタルとも採用し普及を
目指します。

半年以内に、プロト機の
問題点を解決して、2号機

への開発を進める。出資
や27年の補助金も活用し、

また、クラウドファンド等も
活用し、開発資金を集め
る。

ミシ
ンが

移
動
しま

す
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チームRetissa株式会社空
書類審査通過者 資料 NEDO Technology Commercialization Program

こんにちは！株式会社空（SORA）の高瀬と松村です。プレゼンテーションではあまりお話しできそう
にないため、この場を借りて僕ら自身についてご説明したいと思います。  
 
SORAは今年の4月に立ち上がった、（おそらく）今いちばん新しい航空機ベンチャーです。  
高瀬は福岡県出身の27歳。航空自衛隊に勤める伯父と映画『紅の豚』の影響で幼少期から飛行機作りの夢を持

ち、高専を出て鳥人間コンテストなどに打ち込んできました。筑波大学在学中に最初の起業をし、CFOとして
経営と数億円の資金調達を経験します。  

松村は埼玉県出身の26歳。『天空の城ラピュタ』とガリレオ・ガリレイの影響で空と宇宙に憧れ、工作とコン
ピュータが好きな科学少年でした。慶応大学でマーケティングを学び、卒業後はYahoo! JAPANで企業ブラ
ンディングと事業立ち上げを経験します。  
 
二人が出会い、創業してはじめにしたことは航空大国アメリカでのリサーチでした。電気航空機シンポジウム
では多くの（ただし若者は私たちだけ）研究者や企業から最新技術の実現性と可能性を学びました。日本では見
られない巨大な個人向け飛行場では小型機オーナーの話を聞き、リアルな市場規模と残る課題を知りました。  
帰国し、資産の少ない私たちがまず立ち上げたのがパイロットのトレーニング事業です。超軽量動力機という
日本でも比較的取り組みやすい飛行機のスクールをWEBで紹介。憧れる人は多いが実現の方法があまり知られて
いなかった日本で、まずは経験者を増やすことをはじめました。先行して実施したクラウドファンディングで
は70名超の方から、100万円の資金調達ができました。  
 
そして現在、設計・製造のためのメンバーも加わり、本日ご説明する個人向け航空機事業に取り組んでいます。  
 
長く、困難な挑戦になるのは理解しています。  
資力に乏しいベンチャー企業が航空機を開発し販売していくためには、あらゆる創意工夫はもちろん、多くの方
のご協力も必要です。 私たちはIT・ソフトウェアの経験を活かした事業も行い収益を上げながら、日本発の
航空機事業の成功を目指していきます。  
 
もしご共感していただけましたら、本日を機会につながりを深め、応援していただけると幸いです。  
ご質問・ご提案・仕事のご依頼など、どんなことでも構いません。ご連絡お待ちしています。  

高瀬 章充 
CEO 
未踏クリエーター・鳥人間コン
テスト・ベンチャー起業 

松村 大貴 
CMO 

企業ブランディング・WEB制
作・デザイン・国際広告賞 

株式会社空 
移動が変われば世界が変わる！ 
空のパーソナルモビリティ 
「e-Sky」 

事業プラン名：事業プラン名： 網膜走査型レーザアイウェアの製造・販売網膜走査型レーザアイウェアの製造・販売
（チーム（チームRETISSARETISSA））
代表者：宮内代表者：宮内 洋宜（所属洋宜（所属 株式会社ＱＤレーザ）株式会社ＱＤレーザ）
協力メンバー：菅原充、鈴木誠、中村学協力メンバー：菅原充、鈴木誠、中村学
連絡先：連絡先： miyauchi@qdlaser.commiyauchi@qdlaser.com

シーズ技術の概要（新規性・革新性）

（Technology）
事業化構想（解決したい問題、攻略
市場、具体的商品・サービズ、ビジ
ネスモデル、事業としての新規性）

（Business）

社会へのインパクト（事業のスケーラ
ビリティー、社会にもたらす変革）

（Social Impact）

今後の技術進化と開発計画
（助成金、リスクマネーの導入）

（Technology Roadmap）

フレーム内蔵の超小型
レーザプロジェクタから
網膜に直接画像を
投影する技術

特長①フォーカスフリー
》視力やピント位置に関係なく
ぼけのない画像を見せられる

》ロービジョンの方でも利用可

特長②ユニバーサルデザイン
》眼鏡やサングラスと同様の
違和感のないデザイン

特長③完全AR
》ピントずれのない拡張現実を
実現可能

全盲ではない視覚障害者
（ロービジョン）
・眼鏡等でも矯正できない
・日常生活に不便

レーザアイウェアを提供

『視覚支援機器』

従来の福祉用具等では
実現できない機能や特性
（比較表参照）

QOL（生活の質）向上に
資する

ロービジョンの方々
・国内約150万人
・世界5,000万人
・高齢化により確実に増加

さらに
医療機器応用、作業支援、
スマートグラスへと順次展開
『視覚を再定義する』

2016年3月に市販化
NEDO 平成27年
課題解決型福祉用具
実用化開発支援事業の助成

2017年
更なる小型化、軽量化
世界展開を開始

2018年
真のスマートグラスを実現

動作原理図 製品化プロトタイプ外観

比較表（vs 拡大鏡・拡大読書器） 装着イメージ



36 37

ナノデックス株式会社Trickey
書類審査通過者 資料 NEDO Technology Commercialization Program

PC 向けカスタマイズキーボード「Trickey」の実用化

ゲーマーやクリエイター、既存のキーボードに不満を持っているユーザに向けて、必
要最小限の構成を作成可能なモジュール型のカスタマイズキーボードを提案します！
最終的には規格化されたモジュールにより様々な機能を追加可能にし、既存のキー
ボードを超える存在となることが目標です。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

困難で、効く薬がない、外科手術し
難困難で、効く薬がない、外科手術
し難い、い、困難で、効く薬がない、
外科手術し難い、

課題 難治性癌を対象とする抗がん剤の開発

日本の癌死亡者数は増加の一途（1947～2010)

がん患者（日本） がん患者（世界）

罹患者 １３０万人（2002） １４００万人

死亡者 ３２万人 (2005) ８００万人

男性の２人に１人、女性の３人に1人は癌で死亡している

難治性癌は診断時に転移しており、癌全体の４０％と
多い 化学治療の課題は重篤な副作用、多剤耐性化

による薬効低下

✔ 新規作用機序を有し、副作用が少なく、より
効果的 な抗がん剤の開発が強く望まれている。

✔本課題では難治性癌の中で、卵巣癌、肺癌、
膵臓癌を治療の対象候補とする。

難治性 ５年

生存
率

致死率
(死亡 /

罹 患 )
2 0 15

患者数

2015 予
測値

FR 存 在
率 (癌細

胞 /正常
細胞）

本 事 業

の タ ー
ゲ ッ ト
候補

全部位 5 6 3 8 982,100
腎･尿路 ― 3 2 2 8 ,700 ○ ○

口腔･咽頭 5 5 3 8 1 9 ,500 ○ ○

悪性リンパ腫 5 5 3 8 2 9 ,700
咽頭 5 5 2 1 1 9 ,500
脳･中枢神経系 ― 4 5 5 ,1 00 1 4 .1 ○

卵巣 5 3 4 6 1 0 ,400 2 2 .2 ◎候補

食道 3 3 4 8 2 3 ,900
白血病 3 2 5 9 1 3 ,800
肺 2 9 5 8 133,500 ◎ ◎候補

多発性骨髄腫 2 9 4 9 8 ,6 00
肝臓 2 7 6 1 4 7 ,300 1 .2 9 ○

胆嚢･胆管 2 2 7 2 2 6 ,700 ○ ○

膵臓 6 8 5 3 8 ,700 3 .6 ◎候補

難治性癌の罹患者合計 405,400 (43%)

1）真島喜幸、第2回今後のがん研究のあり方に関する有識者会議2013.4.23、
2）国立がん研究センター2015.4.28プレスリリース、３）Parker, et al., Anal.Biochem., 
338, 284-293 (2005) ほか. 

難治性がん一覧
難治性癌対象を対象とした

オートファジーメカニズムによる

分子標的抗癌剤の開発

ナノデックス株式会社

代表取締役 服部憲治郎

共同研究機関

熊本大学大学院

有馬英俊 教授、 本山敬一 准教授、 東 大志 助教

サマリー
１．これまでにない斬新な抗がん剤のシーズを見出した。

マウス実験で、移植がんが完全に消失した。
２．膵がんや卵巣がん、肺がんなど難かしいがんの治療に適する。

日本発の抗がん剤として開発したい。
３．開発に必要な当初資金は６０００万円

４年後ライセンスアウトとして～３０億円が見込める

NEDO-TCP2015
最終発表会配布資料

Lipid rafts

FR-

がん細胞の消失

オートファジー
メカニズム

FR

ミトコンドリア分解

細胞内への

取り込み

FA-M-β-CyD が何故がんに良く効くのか？

血管側

がん標識FRへの
取り付き

がん細胞内

DNA阻害

アポトーシス
メカニズム

開発項目とスケジュール

2016
2-3 4-5 6-7 8-9 10-11

2017
12-1 2-3 4-5 6-7 8-9 10-11

2018
12-1

プロセス決定

資⾦確保を⽰す

製造委託準備

GMP製造(3ロット)

In vitro 有効性評価（熊本大他）
ﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨ試験

CMC

ﾏｳｽ単回毒性・Ames

薬物動態
ﾏｳｽ有効性

非臨床試験

リード候補合成、
フィージビリティ用FA-M-β-CyD製造、スケールアップ

製剤検討

有効性・薬物動態

GLP安全性

P1試験開始目標
2018年６⽉

P
1
臨
床
試
験
開
始
へ

新特許出願

NEDO-SUI NEDO-STS

VC
6000万円

VC 6000万円
NEDO 3500万円 NEDO 7000万円

 

 

NEDO 支援の下、フィージビィテイ試験を経て、GMP 製造

時点で 6000 万の投資が必要。申請用非臨床試験を遂行。

P1試験に入る時、最大6000万円の追加投資が必要となる。 

市場規模

ナノデックス株式会社 チーム紹介と事業概要
ナノデックス株式会社 （創薬ベンチャー、これまで抗癌剤DDSキャリアを開発）

代表取締役 服部憲治郎 （工博、前東京工芸大学教授、シクロデキストリン学会顧問）

顧問 事業開発 蒲池 信一（薬博 元中外製薬、前ジーンテクノサイエンス）

交渉 福元 守（薬博 元Roche、前Wyeth) 
知財 中谷 智子（元第一三共、現長谷川国際特許事務所パートナー弁理士）

けんきゅうかいはつがた
熊本大学大学院
生命科学研究科
有馬英俊 教授
本山敬一 准教授

東 大志 助教

東海大学工学部
稲津敏行 教授

明治大学理工学部
室田明彦 講師

佐賀大学医学部
木村晋也 教授

名古屋工大工学部
山村初雄 教授

. 研究開発推進ネットワーク

ナノデックス㈱
服部憲治郎 専従度30%
合成研究者 専従度80%
合成研究者 専従度80%

Venture Capital NEDO

機器分析
MS

分子
イメージング

薬効と
体内動態、
作用機序の
解明

患者医療の立
場からの指導
と助言（KOL）

click合成

リード
合成･
CMC

本プロジェクト申請者 共同研究機関

国立がん研究センター
濱田哲暢 部門長

研究開発型ベンチャー支援事業

支
援･

協
力
機
関

創薬コンサルティング

機器分析
NMR

CRO
CMO

事業概要
優れた薬効と斬新な
作用機序を示す
新規抗がん剤の開発と
製薬企業へ技術導出

製薬企業

４年後を目標に
P1試験後で
ライセンスアウト

共同研究開発

難治性がんを対象としたオートファジーメカニズムによる日本発の分子標的抗がん剤の開発
抗癌剤全体
日本9800億（2017）
世界8兆円(2015)

分子標的抗癌剤
日本5000億円（2014)
世界4兆円(2014）

難治性癌への抗癌剤市場の算定
動物試験濃度(5mg/kg)から60kgの患者が新抗癌剤を

300mgx5回反復=1.5 ｇ使用と仮定し、
薬価を1 g 50万円（アバスチン参照）と仮定した。世界市

場は日本の5倍を仮定した。

難治性癌 患者数 売上額/年
(2015予測 )＿日本 世界 事 由

卵巣癌 10,400 78 億円 390億円 FR多く選択性大
膵臓癌 38,700 290 億円 1450億円 5年生存率最低
肺 癌 133,500 1001億円 5005億円 転移再発多い

本事業の
目標合計182,600 1,369億円 6,845億円 癌罹患者の20％

難治性癌全体に拡張すると、

合計 405,400 3,098億円 15,490億円 癌罹患者の43％

難治性癌用薬
日本１３６９億円
世界６８４５億円

出典：㈱総合企画センター

患者数は国立がん研究センター2015予測データによる

収益モデル

９） 製造販売承認申請

JP8年、US5年、EU10年独占実施権

８） P3試験

７） P2試験

６） P１試験における安全性確認、

薬物動態確認 A

５） 対面助言（PMDA）

４） 非臨床試験（申請用）実施

３） オーファンドラッグとして開発

(医師主導P1、国がんP1センターが可能となる)

２） フィージビリティー試験の

早期実施による薬効

１） 臨床試験を目的とした

原薬製造（GMP対応、CMO委託）

資投
価
値

事
業

30億円
1.5億円

6000万円

936万円
2000万円

200万円

2450万円
（NEDO）
７０００万円

ライセンスアウト、４年後、P1試験後

事業価値は～３０億円と想定

ライセンスアウト
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Day 0
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新しい抗がん剤 FA-M--CyD 

腫瘍塊の消失

担がんマウスに１回の投与で腫瘍の消失

単回静脈投与

 

Effects of Single Intravenous Injection of DOX, M--CyD and FA-M--CyD on
Survival Rate of Tumor in BALB/c Mice Bearing Colon-26 Cells (FR- (+))
DOX and M--CyDs (5 mg/kg) was adminstered by the single intravenous injection to Colon-26 cells-bearing mice. Each line represents the 
survival of 5-7 experiments. *p < 0.05, compared with 5% Mannitol. †p < 0.05, compared with DOX. ‡p < 0.05, compared with M--CyD.
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: 5% Mannitol
: DOX (5 mg/kg)
: M--CyD (5 mg/kg)
: FA-M--CyD (5 mg/kg)

*†‡

FA-M--CyD は、マウス尾静脈に単回投与後、DOX および M--CyD よりも
高い抗腫瘍活性を有することが示唆された。

Colon-26 cells (FR (+))
(2 x 105 cells/100 L)

After 10 days

Tumor

Sample solution (100 L)

8 mm

FA-M--CyD の生存率 ー マウスが74日間１００％生存

 

分類 殺細胞性低分子薬 分子標的薬 (抗体) 殺細胞性低分子薬 分子標的薬

作用機序
DNA 合成阻害
(アポトーシス)

血管内皮細胞増殖
因子阻害

(アポトーシス)
DNA合成阻害
(アポトーシス)

ミトコンドリア障害
オートファジー誘導

抗腫瘍効果 ○ △ ○ ◎

副作用 ×
(心毒性など)

△
(消化管穿孔、出血

など )

△
(血小板、白血球･好中

球減少、発熱など)
○

適応がん種
固形がんを含む多くの

がん種に適応

再発卵巣癌の進行
リスク半減
悪性大腸癌

化学療法後に憎悪した
卵巣癌

再発乳癌
固形がん

腫瘍選択性 △ ◎ △ ◎

費用対効果

薬価

○
96,543円/20mg

△
50,291円
/100mg

○
7,349円/g

◎
数千円/g

商品名
（企業名）

ドキシル
（ ヤンセンファーマ）

アバスチン
（ Genentech/Roche/

中外製薬）
564億円 (2011国内 )

ジェムザール
（ イ ーラ イリリー）

196億円（ 2010国内）

FA-M-β-CyD

FA-M-b-CyD は、新規作用メカニズムを有し、副作用が少なく、腫瘍細胞選択性

を有し、製造コストも極めて低く経済性も高い、有望な抗がん剤シーズ

新抗癌剤FA-M--CyDと競合薬の比較

CyDは薬物排出
トランスポーター
（P糖タンパク）に
認識されず薬剤
耐性化は生じ難い

既存の抗がん剤
と異なる作用機序

毒性はない

細胞表面にFRが
発現している癌、
難治性癌に多い

FRターゲットで
癌細胞選択的

安価な材料と
３段階の有機合成

Effects of Single Intravenous Injection of FA-M--CyD on Tumor Volume in BALB/c Rag-
2/Jak3 KO Mice Bearing Ihara Cells (FR- (+))

ヒト悪性黒色腫細胞の移植マウスでのFA-M-β-CyDの抗癌効果

A： 腫瘍大きさの比較 B： 腫瘍体積の変化 C： 腫瘍成長速度
（10日後） （18日間） （18日間）

5% Mannitol FA-M-β-CyD

BALB/c Rag-2/Jak3 KO Mice
Ihara cells (FR- (+)) : ヒトメラノーマ細胞

Tumor Tumor

: 5% Mannitol
: FA-M--CyD (5 mg/kg)

(2 x 105 cells/200 L)
After 14 days Sample solution (100 L)
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バブレーション（Bubble＋Ablation）Network Intelligence
書類審査通過者 資料 NEDO Technology Commercialization Program

オリジナルネットワーク 
トポロジ 

初期状態 
ノード位置不明（ランダム） 

SOLによるノード位置推定 
（徐々にトポロジが再現） 

オリジナルと同一の 
トポロジが再現 

高精度にノード位置推定 

< SOLの概要 >
位置推定アルゴリズム
無線ネットワークに自己組織化マップ(SOM)を適用し，無線ネットワーク内の各ノー

ドの隣接ノード情報のみから自律的に位置推定を行う
• 各ノードはランダムな自己位置を生成する
• 隣接ノード間で自己位置と隣接トポロジ情報（ホップ数）を交換する
• 交換した位置関係に基づいて自身のノード位置を修正する
• 位置交換と位置修正を繰り返し，ネットワーク全体の形状を再現する

（下図：白点は無線ノード，四角はアンカノード，青線／赤線は無線リンク）

 システム構成
 無線ノードモジュールとサーバモジュールの2種類のソフトウエアのみで

構成

次世代位置推定方式次世代位置推定方式SOLSOLによるによるSmart Finder Smart Finder 事業事業
代表者代表者 ：： 北之馬北之馬 貴正（所属貴正（所属 関西大学）関西大学）

連絡先連絡先 ：： kk593487@kansai593487@kansai--u.ac.jpu.ac.jp

SOL(Self-Organizing localization)の特徴と概要
< SOL の特徴 >
どこにでも適用可能(Space-Free)

 耐障害物に非常に優れ，障害物混在環境でも精度劣化せずに測位可能
 測位設備不要であり，無線ネットワークが自律的に測位

どんな無線ノードにも適用可能（Node-Free）
測位のための追加デバイスが不要かつ無線通信メディアに依存しない
無線ノードでの計算量・通信量が極めて小さく，省電力．
高精度
拡張性が高く，無線ネットワーク規模拡大に従い精度向上
ネットワーク全体の3次元の位置を高精度かつ動的に再現

無線ノードモジュール

隣接
ノード
情報

隣接
ノード
情報

隣接
ノード
情報

隣接
ノード
情報

隣接
ノード
情報

隣接
ノード
情報

隣接
ノード
情報

隣接
ノード
情報

SOLの
位置推定

計算

SOLの
位置推定

計算隣接
ノード
情報

隣接
ノード
情報

すべての隣接ノード情報
を持つが位置はランダム

すべての隣接ノード情報
を持つが位置はランダム

ネットワーク全体の
3次元位置を高精度に再現

ネットワーク全体の
3次元位置を高精度に再現

SOLのシステム概要図

方式
屋
外

屋
内(

地
下)

精度
測位設備

or
事前測定

備考

SOL 不要

GPS GPS
衛星

iBeacon 設備必要

IMES 5m~ 設備必要

地磁気 数m 事前測定
必要

測位設備設置型

測位設備(数千円)
 大量の測位設備が必要
 配置計画と計測が必要

 綿密な事前測定が必要
 精度は磁場環境に依存

環境分析型

 広く使われている
 地下での使用不可

衛星利用型
GPS装置
(数千円)＋

磁場環境イメージ図

○

×

○
×○
×

○

×

◎○

数m〜
10数m

数m

ネットワーク協調型
 屋内外での

高精度3次元位置推定

数10
cm

SOLと既存の位置推定技術の比較

デ
バ

イ
ス

数

500
億

1995 2000 2010

Internet of 
Information

毎年約1.3倍

２億台 毎年約1.4倍

100億台

Internet of Things

毎年
約2倍

(年)2020

デバイス数の需要予測

Internet of People 事業者
各社

2020年の

デバイス数

Cisco 500億台

Intel 確実に500億
個

Gartner 300億個以上

Microsoft 10兆個

位置推定デバイスの需要予測

 IoTによるデバイスの爆発的な増加は必然

 位置推定のニーズも急速に増加

 屋内位置推定で近年注目されているiBeaconやIMES
 大量の測位設備が必要
 配置する人手やコストがかかる
 低コストで高精度に屋内外測位できる方式はSOLのみ

隣接ノード情報を
サーバに転送する

隣接ノード情報を
サーバに転送する

サーバモジュール

Smart Finder 事業化構想 --3つのフェーズで人とモノの新たな位置推定市場を開拓する--

インフラ・環境分野 交通・物流分野

環境・災害
モニタリング

配送トレーサ
ビリティー

交通量
観測

産業分野

工場
モニタリング

ビル・橋梁
ヘルスモニタリング

農地モニタリング

位置情報 ＋センサ

SOLの第3フェーズ Smart Finder for IoT
--見える化を位置情報で自動管理する--

無線センサ(IoTデバイス)にSOLを適用

膨大な数の無線センサを位置管理
高コストな人手による管理を自動化
ユースケース
工場モニタリングのデバイス位置管理
散布された無線センサの位置推定
膨大な数の無線センサの位置管理を自動化

SOLの第2フェーズ Smart Finder + 
-- 多数の雑多な物品や設備のすべての在り処が分かる--

無線デバイス(BLE)を持つ物品や設備，またはBLEタグ
を付けたそれらのモノとスマートフォンにSOLを適用

多数の雑多な物品や設備のマップを作成
人とモノを探す時間をゼロに
ユースケース
可搬性がある物品の管理
人とすべてのスマートデバイスの所在が明らかに

移動履歴・分析

人・モノの
配置
最適化

巡回状況把
握

機器
使用ログ

病院
可搬設備
位置管理

オフィス

工場・倉庫

商業施設

Smart Finder 事業ロードマップ < 1年目 >
確固たる優位性のある屋内位置推定シ
ステム Smart Finder のソフトウェア開発

を行い，アライアンスによる実証実験を
経て供給・販売を行う．

< 2年目 >
BLEタグのアライアンスによるハードウェ
ア試作を経て Smart Finder の位置推
定機能をモノにも拡張した Smart Finder 
+ の供給・販売を行う．

< 3年目 >
ニーズが急激に伸びるIoTデバイスの位

置推定実証実験を行い供給・販売を行う．
< 5年から7年以内 >

全300億台以上のデバイスのシェア50%
以上獲得し，1,500億円以上の規模を目

指す．

基本技術完成

ファンド交渉中

基本技術完成

ファンド交渉中

現状現状

Smart Finder
for IoT

Smart Finder
for IoTSmart FinderSmart Finder Smart Finder+Smart Finder+

ソフトウェア
機能拡張

アライアンスによる
ハードウェア試作

アライアンスによる
供給・販売

5億円 50億円 70億円 ・・・

ソフトウェア
プロトタイプ開発

アライアンス
による実証実験

アライアンスによる
供給・販売

5億円 10億円 40億円 50億円 ・・・

2020年2016年 2017年 2018年 2019年

アライアンス
による実証実験

アライアンスによる
供給・販売

・・・100億円 300億円

5年〜7年 以内

全300億台〜 × シェア50% × ソフトウェアライセンス料10円/台
5年〜7年 以内

全300億台〜 × シェア50% × ソフトウェアライセンス料10円/台

1,500億円以上の売上規模1,500億円以上の売上規模

目標目標

(シスコレポート) (唯一無二の技術で) (業界標準よりも格安)

スーパーマーケット

移動履歴
参照・分

析

SOLの第1フェーズ Smart Finder 
--屋内の人の位置を捉える--

スマートフォンにSOLを適用

移動追跡を可能に
ユースケース
スーパーでの顧客移動履歴分析
オフィスでの勤怠管理
どこでも，誰でも，低コストで様々な屋

内位置推定を実現
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BublationBublation
bubble + ablation

TCP Pitch Contest Dec.9, 2015

針なし注射器の実用化

芝浦工業大学 工学部 機械工学科

准教授 山西 陽子

研究企画課 稲熊 律夫

BublationBublation
bubble + ablation

産学官連携
コーディネーター

チーム

泡の力でバイオ・医療の未来を変える！泡の力でバイオ・医療の未来を変える！

2

BublationBublation
bubble + ablation

マイクロバブルを使う「針なし注射器」

薬液供給チューブ

電源コネクタ
狭窄部

対象物保護

緩衝部

細い部分にガラス管と電極が通ってい

先端拡大

100µm

マイクロジェットとマイクロバブルの圧潰

細胞壁

アブレーション作用による穿孔アブレーション作用による穿孔
マイクロバブル・インジェク
ター

外側外郭部

薬
液

導
入

路

加工と同時に試薬供給

薬液付着
マイクロバブルマイクロジェッ

マイクロバブルの連続放出と試薬の輸送
・パルス電圧をかけて30μm程度のマイクロバブルが

高速連続放出

・マイクロバブルが圧潰するときの衝撃による穿孔と薬液注入
・マイクロバブルの付着力・流体力を利用して薬液輸送

3

BublationBublation
bubble + ablation

共焦点蛍光画像

穿孔とインジェクションを同時に達成

植物細胞(タバコ細胞BY-2)へのインジェクション実験

10 m

t = 0 sec.

10 m

t = 0.09 sec.

10 m

10 m

蛍光ビーズ

細胞レベルでの実績

アフリカツメガエルへのm-RNAインジェクション実験

4

BublationBublation
bubble + ablation

注射針による事故

• 国内 5万件

• 米国 60-80万件

• 注射器に針がある限り感染と処分が課題

–B型・C型肝炎、HIV等の2次感染は深刻

http://www.city.kumamoto.jp/hpKiji/pub/detail.aspx?c_id=5&id=4698&class_
set_id=3&class_id=575 http://pharmajet.com/needle-free-technology/

5

BublationBublation
bubble + ablation

現状のソリューション

マイクロニードル

http://multimedia.3m.com/mws/me
dia/1080389O/ondrugdelivery-
article-march-2015.pdf

3MのHollow Microneedle

水流ジェットによる針なし注射器

PharmaJet（ばね

Biojecter2000（ガス式）

“Needle free injection technology – an overview”,
Tejaswi R. Kale, Munira Momin, Oriental college of Pharmacy,

INNVATIONS in pharmacy, 2014, vol. 5, No.1, Article 148

Φ85～90μm, H 1~1.5mm

極細針のため、
・折れて体内に残留することがある
・薬液が針内に残留することがあ

2014/1/8 12:00 日本経済新聞 電子版

水流ジェット式の課題

1. 取り扱いが複雑、高価

2. メーカーごとに仕様が異なる

3. 操作に訓練が必要、メンテナンスが煩雑

4. 神経細胞を傷つけたり、痛みを伴う報告あり

6

BublationBublation
bubble + ablation

ターゲット商品のイメージ

Power
Switch

薬液格納

Target Modelのイメージ図

複数の電極からマイクロバブルを送

・薬液カートリッジ交換式

・複数電極による短時間注入

・注入速度、注入量は可変

コンセプト：「置くだけ・当てるだ

操作は先端を取り付けて、

部位に当ててボタンを押すだけ

7

BublationBublation
bubble + ablation

Market Size（World Wide）

2022
Needle Free Syringe

$4.5B

Target Customer: Target Customer: 
・製薬会社 （プリフィルド・シリンジでの供給、特許延長策）

・医療機器メーカー （次世代針なし注射器を望むところ）

・遺伝子導入関連企業 （植物、動物）

Needle Free Syringe
2015  $5M

種子・葉茎へのダイレクトインジェクション

想定売上

Hair Loss 
Treatment   

AGA対策

麻酔

Insulin
Pen Needle   

ワクチン

遺伝子導入

期待

大

動物用
ワクチン

AGA該当者1260万人

治療経験者650万人

8

BublationBublation
bubble + ablation

BublationBublation
bubble + ablation

パ〡トナ〡募集
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株式会社Pyrenee (ピレネー)微小めっき研究所
書類審査通過者 資料 NEDO Technology Commercialization Program
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WondeLabminimal
書類審査通過者 資料 NEDO Technology Commercialization Program

次世代型発電装置「どこでも風車」の製造販売事業次世代型発電装置「どこでも風車」の製造販売事業
minimalminimal 代表者：北野代表者：北野 道代道代 技術：柿技術：柿 直樹直樹

連絡先：連絡先：EE--mailmail：：minimal@r8.ucom.ne.jpminimal@r8.ucom.ne.jp

シーズ技術の概要（新規性・革新性）シーズ技術の概要（新規性・革新性）特許特許

「発電機」特許第4940469号
小型軽量で放熱性に優れ、発電出力の増加が容易な
インナーローターコアレス発電機を提供する。

「発電機用ブレーキ装置」特許第5798189号
極めて簡単な構造でありながら確実にブレーキ操作が可能であり、通常
の待機電力が不要であり、取り付けやメンテナンスを容易に行うことが可
能な発電機用ブレーキ装置を提供する。

※独立電源や系統連携のシステム設計技術があり、
あらゆる発電システムの構築が可能である。

事業化構想事業化構想

「うちわで回る風力発電機」と「待機電力ゼロ」の制御
技術は、どこでも発電可能な風力発電機として設置場

所を選ばない為市場の拡大を図ることができる。
また、これらのコア技術は「風力発電」のみならず、あらゆるエネ
ルギー（振動、音、熱、光、電磁波、水、波など）を効率よく電気エ
ネルギーに変換する「環境発電」に不可欠であり、新エネルギー・
省エネルギー技術を推進し、ユビキタスネット社会やIoTの実現に
貢献でき、新産業を興していく波及効果も期待できる。

社会へのインパクト社会へのインパクト

高性能発電機と待機電力ゼロの制
御装置は今ある既存のシステムに置
き換えるだけで容易に改良でき、省エ
ネ化を加速させることができる。
またシンプルな構造の為、長寿命で
リサイクルにも適しており循環型社会
における再生可能エネルギーの担い
手としての潜在能力も極めて高い。

今後の技術進化と開発計画今後の技術進化と開発計画

今後、磁石の性能向上やモールド
樹脂の熱伝導性の向上など、素材の
改良や進化のもたらす効果は大きく、
益々軽量・コンパクトな発電機の開発
が可能となる。
また発電機としてだけではなく、最
適なインバータ制御により高効率の
モーターとしての活用も考えられるた
め、運動エネルギーと電気エネル
ギー双方向の変換装置としての汎用
性が高まり、革新的な製品の開発や
未知の産業の誕生も期待できる。
これらの技術進化と開発により、
「どこでも風車」は単なる風車や発電
機の枠を超え、新たなアイテムへと
進化していくに違いない。

風

水人

いつでも、だれでも、いつでも、だれでも、「「どこでもどこでも風車」風車」エネルギー・ハーベスティングエネルギー・ハーベスティング！！

環境発電

事業プラン名：事業プラン名： 日常生活を変革するウェアラブルアクセサリー日常生活を変革するウェアラブルアクセサリー
代表者：荊代表者：荊 雷（所属雷（所属 会津大学）会津大学）
協力メンバー：協力メンバー：ThomasThomas JonssonJonsson
協力メンバー：野咲協力メンバー：野咲 明生明生 カルロスカルロス
連絡先：連絡先： leijing@uleijing@u--aizu.ac.jpaizu.ac.jp

シーズ技術の概要（新規性・革新性）

（Technology）

モーションセンサーによるオリジ
ナル動作認識手法を中心に、ウ
ェアラブルアクセサリー開発に
欠かせない技術をモジュール化
することにより、開発期間を１割
に短縮し、コストも軽減すること
ができる。
指ジェスチャー認識やライフロ
グ記録に関する手法の設計、
実装、評価に豊富な経験がある。
研究論文２０本以上、特許１件
取得済み、1件申請中。

詳細情報が個別相談になる。

事業化構想（解決したい問題、攻略
市場、具体的商品・サービズ、ビジ
ネスモデル、事業としての新規性）

（Business）

ウェアラブルアクセサリーの開
発期間は長く、独自の個性が
不足しているのが現状である。
WondEngineが繁雑な開発プ

ロセスをモジュール化により、
研究開発期間を短縮したと同
時に、市場参入も下げ、誰でも
気軽にアクセサリー作成が出
来るようになった。誰でもカスタ
マイズできて、負担できて、メン
テナンスフリー、本当に生活に
欠かせないウェアラブルアクセ
サリーの研究開発をサポートす
るプラットフォーム
WondEngineを提案する。

社会へのインパクト（事業のスケーラ
ビリティー、社会にもたらす変革）

（Social Impact）

本事業の拡大につれて、研究者、
宝飾職人を始め、主婦、高齢者
や、障害者なども、自分独自のア
クセサリーを作成可能になり、身
近に自然なインターフェースを提
供し、もっと簡単で安心、安全な
社会生活を送れるよう実現目的
とする。

今後の技術進化と開発計画
（助成金、リスクマネーの導入）

（Technology Roadmap）

事業化の第一歩は指輪型アク
セサリーWondeRing及びペア
リングデバイスWondeBoxの
R&Dがほぼ完成した。次は
Crowdfundingから募金して、

小ロード試作と量産になる。同
時に、起業支援プロジェクトに
も応募している。
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